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事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

共同住宅建設

松川公明

平城京 第423次

杉ケ町51-6、 -7、 -9

平成11年 4月 9日 ～5月 7日

140B♂

大窪淳司

調査の概要  調査地は、平城京の条坊復原では、左

京四条五坊十四坪の南西部に相当する。近隣の調査で

弥生～古墳時代の集落遺跡の存在と、奈良時代以降の

遺構が稀薄になることが確認されており、十四坪内の

遺構の有無の確認と、弥生～古墳時代の集落遺跡の様相確認を主目的として、調査を実施した。

発掘区の層序は、造成上、耕土 (暗灰色砂質シルト、暗橙灰色砂質シルト、灰色砂質シル ト、

淡灰色砂質シルト)が0,3～ 0.5m続 き、地表下約0.5mで淡橙色砂質シル トの地山になる。地山上

面の標高は約68.Omで ある。発掘区のほぼ全面に後述する溝SD01お よびSD02の 氾濫による褐色

砂質シルトの堆積が広がっており、遇構面は地山および褐色砂質シルト上面である。

検出遺構 弥生～古墳時代の溝6条、小土坑106、 杭跡367、 室町～江戸時代の土坑2がある。奈
良時代の遺構はなかった。

古墳時代以前の遺構 SD01は、東発掘区南西隅から西発掘区東半で検出した溝である。埋土

は水成堆積である。地形が北に向かって下がっているため、南東から北西へ流れていた可能性が

高い。幅は、検出面で約10m、 底面で約7m、 深さは0.6～ 0,8m。 埋土は、概ね上下2層に分かれ、

下層から弥生時代後期後半の上器、上層から弥生時代後期前半～古墳時代前期の上器が出土した。

したがって、下層は弥生時代後期後半、上層は古墳時代前期までに埋まり、上層が東発掘区西半

を覆うことから、古墳時代前期に氾濫したと考えられる。

SD02～ 05は、SD01東側

で検出した溝である。いず

れの埋土も水成堆積だが、

滞底にほとんど傾斜がな

く、水が流れた方向は不明

である。SD02は、東発掘

区南東隅から北西へ伸び、

屈曲して北東へ向かう。埋

土から弥生時代の石器およ

び後期後半の上器が出上し

た。埋上が東発掘区の中央

から北部を覆うことから、

弥生時代後期後半に氾濫

発掘区位置図 1/6,000

東発掘区全景 (南から) 西発掘区全景 (南西から)
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し、埋まったと考えられる。幅1.0～2.5m、 深さ0.1～ 0,2mで ある。SD03は、東発掘区南東隅から

北西へ向かう。出土土器は細片で、溝の時期は不明である。幅約0.7m、 深さ約0.3mである。

SD04は 、東発掘区東南部から西へ向かう。弥生時代後期後半の上器が出土しており、その頃に

埋まったと考えられる。幅約0.5m、 深さ約0.2mで ある。SD05は、東発掘区東部から西南西へ向

かう。幅約0.5m、 深さ約0.3mである。出土土器は細片で、溝の時期は不明である。なお、重複関

係からSD03・ 04は、SD02よ り古く、SD01に接続することから、弥生時代後期後半には埋まって

おり、SD05は 、SD02よ り新しく、SD01上層より古いことから、古墳時代前期には埋まっている。

SD06は、東発掘区北西隅で検出した溝。重複関係からSD01の氾濫堆積より古く、古墳時代前

期には埋まっていたとみられる。幅約0,4m、 深さ約0.4m。 弥生時代後期末の上器が出土した。

SK07は、SD01下層上面から掘 り込まれた土坑である。弥生時代後期末～古墳時代前期の土器

が出上した。土坑の規模は南北約0。7m、 東西0.4m以上、深さ約0.6m。

SK08は、SD01東岸斜面に掘 り込まれた土坑である。SD01下層の下で検出した。南北約1.2m、

東西約1.lmで、深さは検出面から約0.5mで ある。弥生時代後期後半の上器が出上している。

また、SD01の東岸で、SD02～ 06が集まったところでは多数の杭跡を検出した。滞に伴う護岸

施設、井堰等の施設があったと考えられる。

これらの遺構について古い方からまとめると、弥生時代後期後半までSD01と 接続するSD03。

04、 SD06、 SK08が存在していたが、SD03・ 04、 SK08が埋まった後、SD02が掘られ、その後

SD01下層・02・ 06が埋まり、SK07、 SD05が掘られている。古墳時代前期にSD05、 SK07が埋ま

った後、SD01が氾濫により埋まったと考えられる。これらは、近隣の調査結果と同様に弥生～

古墳時代の集落に伴う遺構と考えられるが、性格は不明である。

室町～江戸時代の遺構 SK09は、東発掘区北部で検出した方形の上坑で、南北約2.3m、 東西

3.4m以上、深さ0.6～ 1.Omである。南から北へ階段状に深くなる。SK10は、東発掘区北東隅で検

1暗灰色砂質シルト
2暗橙灰色砂質シルト
3淡灰色砂質シルト
4淡灰自色砂質シルト
5灰色砂質ンルト
6灰白色細砂
7淡灰色砂質シルト
8灰白色砂質シルト
9灰 白色細砂
10淡褐灰色砂質シルト

12～ 21は SD01埋土上層、

-16.035

H淡栓灰色砂質シルト   21褐 灰色砂質シルト
12褐 白色砂質シルト    22灰 色粘質シルト

13褐 色砂質シルト     23E音 灰色シルト
14灰 白色シルト質細砂    24灰 色シルト
15黄 橙白色砂質シルト   25暗 灰色シルト(炭化物多くあり)
16灰 色シルト混じりの細砂   26灰 白色中砂
17褐 色砂質シルト     27灰 白色細砂

18灰褐色砂質シルト    28灰 白色シルト混じりの細砂

19淡褐色砂質シルト     29淡 灰色シルト
20淡褐灰色砂質シルト   30暗 灰色粗砂
26～30は SD01埋 土下層、22～23は SK07埋 土

SD02

-146915

|＼
遺構平面図 1/200・

、ゝ
、       |

東発掘区西壁土層図 1/100
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出した、発掘区外へ広がる土坑である。南北4.Om以上、東北3.3m以上、深さ約1,Om。 重複関係

からSK09よ り新しい。ともに室町～江戸時代の土器が出上し、中世～近世の粘土採掘坑と考え

られる。なお、いずれの上坑も部分的に掘 り下げた。

出土遺物 大半が弥生時代後期～古墳時代前期の上器で、遺物整理箱で18箱分ある。室町時代
の瓦質土器が2点、江戸時代の国産陶磁器が3点あるが、いずれも細片である。また、安山岩製の

石器が17点、平瓦の小片が数点ある。ここでは、弥生～古墳時代の上器、石器の一部を報告する。

上器 大半がSD01か ら出上した、弥生時代後期後半～古墳時代前期の上器である。奏または
壺が多い。器壁の剥落が著しく、調整の明らかなものは少ない。底部の破片が多く、底面が ドー

ナツ形のものが大半を占める①

l～ 31は、SD01出土の壷、轟、高杯、器台、鉢、手焙形土器である。

高杯 (1～8)の杯部は、皿形で口径22.8～ 28.4cmで ある。内外面にナデ、ミガキがある。脚部

は、大形品 (3～ 6)と 小形品 (7・ 8)と に分かれ、また中空 (3・ 4)、 中実 (5～8)の ものがあ

る。外面にナデ、ミガキ、内面にハケ、ナデがあり、6のタト面にはケズリがある。7の脚部外面に

櫛描紋が施されている。

器台 (9)イよ、やや内彎気味に広がる精製品である。脚部径は8.6cm。 内外面にミガキがある。

脚 (10)の径は9.5cmで、内面にハケが残っている。

鉢 (15。 16)は、焼成前、底部に単孔を穿っている。15は 口径11.5cmの 小形品で、内外面にナ

デがある。16は大形品で、外面にタタキ、ハケ状工具によるケズリ、内面にハケがある。

手焙形土器 (11)は、頸部から体部下半までが残る。体部外面に刻み目のある突帯が貼 り付け

られ、頸部外面と体部下半外面にヘラ描沈線がある。

壷 (12・ 14・ 17～23)は、広口壷、短頸壺、細顎重がある。広口壷 (17。 18'21・ 23)の口径

は14.1～ 14,4cmである。23の 口縁は受口状で、近江地方の影響が考えられる。□縁部と体部との

境に、17。 21は櫛描紋、18。 21は列点紋がある。外面にハケ、ナデ、ミガキ、内面にハケ、ナデ

がある。短頸壷 (19・ 22)の回径は、19が9.3cm、 22が 11,4cmである。19は体部下半に焼成後に穿

たれた円孔があり、祭祀に用いられた可能性がある。221よ口縁郡と体部との境に列点紋がある。

19の頸部外面にナデ、ミガキ、体部外面にタタキ、ハケ、22の 内外面にハケがある。細顎重 (20)

は口縁部と体部との境に貼 り付け突帯がある。小形品 (12・ 14)の うち、12は粗製品で、内外面

にナデ、体部外面下半には炭化物が付着する。14は精製品で、体部外面にハケ、内面にナデ、底

部内面にハケが残っている。

奏 (13・ 24～31)は、口径17.6～ 31.6側 の大形品 (25・ 26)、 12.0～ 15,8側の中形品 (24・ 27～

30)、 5。8cmの小形品 (13)に分かれる。24・ 28は布留式奏、26は大和形庄内式奏、25。 27は それ

ぞれ山陰系、近江系の二重口縁甕である。29。 30の 口縁端部は、外傾面をなす。31は ドーナツ形

の底面で、0.4～ 0,7硼大の粒状圧痕が10イ固ある。

32～ 37は、SD06出土の高杯、及び奏である。高杯 (32～ 34)イよ、口径10.5～ 12.4cmである。口

縁部と脚吉るは直線状に広がっている。東海系の影響を受けたものである。いずれも脚部に3箇所

の透孔がある。甕 (35～ 37)は、すべて庄内式奏で、37は大和形である。口縁部のタタキ出しが

顕著であり、口縁端部をつまみ上げている。体部内面にケズリが見られるが、砂粒はあまり動い

ていない。

38。 39は、SK07出土の高杯である。脚部内面にナデ、ケズリがある。

40・ 41は、SK08出土の壺である。40は短顎壷で、回径8.6cmである。顕部外面にナデ、体部外
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面にハケとナデ、頸部および体部内面上半にナデ、体部内面

下半にハケがある。41は垂下口縁の広口壷である。顎部と体

部外面にミガキ、口縁端部にナデ、頸部内面にナデとミガキ、

体部内面にナデとハケがある。

石器 尖頭器2点、石鏃1点、加工痕のある剥片1点、剥片 ~
13点がある。すべて安山岩製で、弥生時代のものと考えられ

る。7点がSD02か らの出土で、ほかにSD01・ 04等から出上し

た。SD02出上の尖頭器 (右図)は、先端部を折損しているが、

全長10～ 1lcm程度のものである。粗製で整形時の剥離面を多

く残す。両側縁から随所に調整を加えており、調整作業が先

端部から基部へ向かって進行したと考えられる。

(大窪淳司)

出土土器 1/4
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ヤイ古墳・平城京左京二条五坊北郊の調査 第437次

宗教施設建設

(宗)カ トリック菩きサマリア人修道会

平城京 第437次

法蓮町746

平成12年 2月 7日 え3月 13日

275ロド

原田憲二郎

発掘区位置図 1/6,000

7.ヤ イ古墳・平城京左京二条五坊北郊の調査 第437次

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

調査の概要 調査地は、平城京外京の北辺、一条南
大路の北狽1に あたり、平城京外と考える説がある。

しかし、昭和29年以来、一条南大路以北で6度にわた

る調査が行なわれ、奈良時代の遺構が発見されたた

め、東四坊大路以東の一条南大路より北にも南北2坪分の条坊が存在したと考える説もある。本

調査地は、一条南大路より北にも条坊が存在した場合、東五坊坊間路が想定される場所である。

したがって、本調査は、条坊遺構の確認を主たる目的とした。

発掘区の層序は、上から造成上、耕土、床土と続き、地表下約0,4mで黄褐色粘土または灰色

砂の地山となる。地山面の標高は約72.lmで 、遺構はすべて地山上面で検出した。以下に主な検

出遺構について述べる。

古墳時代以前の遺構 古墳1基、溝2条、土坑1がある。
前方後円墳の後円部の一部と前方部を検出した。復原全長は約18.5mで、周濠がある。小字名

からヤイ古墳と仮称する。墳丘は後世に削平をうけており、埋葬施設は不明である。前方部を南

西に向ける。後円部は復原径約15m、 くびれ部幅約6.2m、 前方部は短 く、長さ約3.5m、 前端部
はやや開いて復原幅約8.6mである。周濠を含めた全長は約24mである。周濠は、後円部で深さ

-16,210 -16,205

L Hi73 1111 m

w  -16,190
ユ造成土

2黒灰色土 (耕土 )
3黄灰色砂質土 (床土 )
4灰褐色砂質土
5橙灰色土 (床 土 )
6黄灰色粘土 (床土 )
7灰色砂
8灰色砂質土 (小滞埋土 )
9灰褐色砂
10灰 掲色土
11黄褐色粘土を含む茶褐色土
12淡灰褐色土
13橙灰褐色土

発掘区北壁土層図

14暗灰褐色砂質土 (SD07埋 土 )
15栓灰色砂質土
16茶灰色砂質上
17茶褐色土
18黄灰褐色土
19暗灰色粘土
20黄褐色粘土を含む暗灰色粘土
21灰色砂
22暗灰色粘土
23灰自色砂質上を含む暗灰色粘土
24黄白色粘土
25暗灰色粘土 (鉄分多い)

26黄褐色粘土を含む灰色砂
27灰褐色砂
28黄褐色粘土を含む暗灰色粘土

10・ 111よ SD05埋 li
12 13は SD06埋土
1516は SD04埋土
17～ 23は古墳周濠埋土
24～ 28は SD02埋土

L Hi73 00 m

0                        5m

1/80
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〕
I           i         10m

遺構平面図 1/200

」甲7｀

ヤイ古墳復原平面図 1/300                発掘区全景 (東から)

0.5～ 0.9m、 前方部ではやや浅く、約0.2m残 っている。周濠幅は後円部東側で約5,5m、 後円部南

側で約2.2m、 前方部南側は約1.2m、 西側は約8.Omと 一定ではない。ただし、西側に関しては、

形がやや不整形で、別の古墳と周濠を共有している可能性がある。後円部の南側の周濠幅が狭い

のは、このためかもしれない。周濠内から古墳時代後期の埴輪、須恵器、土師器が出土した。埴

輪は、上層の茶褐色土から多く出土し、さらにくびれ部南東側から多く出上した。くびれ部付近

に並べられていたものが、墳丘の削平の際、周濠内に捨てられたものと考えられ、かなり細かく

破砕された状態で出土している。土器は須恵器杯と提瓶が前方部前端から出上した。前方部での

祭祀を窺わせる。また、 くびれ部北西側では最下層の暗灰色粘土から赤色顔料を入れた土師器甕
が出土した。

SD01は、発掘区南東で検出したL字状に曲がる溝である。南へ続 く。幅約2.5m、 検出面から

の深さ約0,6mで ある。埋上の状況から、ヤイ古墳の周濠と同時期に埋まったものと考えられる。

これもまた古墳の周濠の一部の可能性がある。ただし、ヤイ古墳周濠からの排水用の滞の可能性

もある。溝内から埴輪が出上した。SD02は 、発掘区北東隅で検出した北から南に蛇行する溝で

▲
工
八

発掘区全景 (西から)

/

主な遺物の出上位置
ユ 須忘器提瓶
2 須恵器 tTN
3 土師器 箋
4 馬形埴輪

発掘区全景 (東から)
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ある。幅約2.5m、 検出面からの深さは約0.9mである。土師器の小片が出土したのみで、時期は

不明であるが、遺構の重複関係から、ヤイ古墳周濠より古いことがわかる。SK03は、径1.Omの

上坑である。遺構検出面からの深さは約0,7mである。ヤイ古墳周濠と重複しており、それより

古いことがわかる。遺物は出土しなかった。

奈良時代以降の遺構  溝4条、掘立柱建物1棟がある。
SD04は 、南北方向の溝である。北側は発掘区外へと続 くが、南側は発掘区のほぼ中央で途切

れる。長さ5。8m分を検出した。幅約2.2m、 検出面からの深さは約0.3mで ある。SD05は南北方向

の滞である。南北ともに発掘区外へと続 く。長さ約10m分を検出した。幅0.6～ 1.lm、 検出面か

らの深さは約0.3mで ある。SD06は南北方向の溝である。南北ともに発掘区外へと続 く。長さ約

10m分を検出した。幅約0,7m、 検出面からの深さは約0.3mである。SD071ま南北方向の溝である。

南北ともに発掘区外へと続 く。長さ約10m分を検出した。幅1.5～ 2.5m、 検出面からの深さは0.3

mである。遺構の重複関係からSD06よ り古いことがわかる。出土土器からは、いずれの溝も9世

紀に埋まったものと思われる。検出した位置から、SD04が東五坊坊間路東側溝、SD05が東五坊

坊間路西側溝、SD07が雨落溝、SD06がSD07の改削時の溝であるとも考えられる。それぞれの滞

心の国土座標は、SD04がX=-145,377.000、 Y=-16,195.030、 SD05がX=-145,377.000、 Y=―

16,204.420、 SD06がX=-145,383.000、 Y=-16,207.760、 SD07がX=-145,383.000、 Y=―

16,208.940で ある。SD04と SD05間の心は、X=-145,377.000、 Y三 -16,199,725で あり、イ毒心々間

は9,39mで ある。これを東五坊坊間路と考えると、過去に確認された東五坊坊間路側溝心々問8.0

ml)と 比較してやや幅が広く、また、想定される五坊坊間路心の約2m西に離れる。しかしなが

ら、一条南大路より北の条坊が、それ以南とは異なる施行であった可能性もあり、SD04～ SD07

が条坊遺構であるかどうか速断することはできない。

SB08は、東西2間 (6.Om)の掘立柱列である。柱間寸法は、3.Om(10尺 )等間である。中央

の柱掘形の深さは、左右の柱掘形に比べて浅く、これを妻柱とみて、南北棟建物の北側柱列と考

える。 (原田憲二郎)

出土遺物 古墳時代の須恵器・土師器・埴輪、奈良時代の須恵器 。土師器・瓦、ほかに鋼製品、

石製品が遺物整理箱34箱分ある。大半が埴輪であり、ここでは、古墳時代のものについて述べる。

埴輪には、円筒埴輪と形象埴輪がある。いずれも破片で、全体が残っているものはない。円筒

埴輪は、口縁部の破片が多く、底部は非常に少ない。つくりは粗雑で、歪みの大きいものが多く

みられる。口径は総じて20c14前後であろう。高さのわかるものはない。口縁部はわずかに外方に

広がり、端部には面がみられる。 タガは総じて低い。色調、焼成、調整などによって数種類に

分れる。淡茶色、赤褐色の土師質のもの (1・ 2・ 7・ 8)と 灰色の須恵質のもの (3・ 4・ 5)と が

ある。須恵質であるが、部分的に淡茶色を呈するもの (6)も 少しある。外面はいずれもナナメ

あるいはタテハケで調整しているが、内面は土師質のものはタテハケ、須恵質のものはナデであ

る。日縁部付近には、外面にヨコハケ、ナデもみられ、底部付近には内外面ともヨコナデあるい

はヨコハケがみられる。また、底端部内面を削るもの (3)がある。ハケメは粗いものが多いが、

わずかだけ土師質の埴輪に細かいハケメのものがみられる。また、外面に赤色顔料を塗ったもの

(7)、 口縁部付近にヘラ記号のあるもの (1・ 4。 5)がある。形象埴輪の種類には、家、蓋、盾、

馬、鳥、人物 (女子 。男子)がある。家形埴輪と蓋形埴輪は、それぞれ2個体分を確認した。

須恵器には、杯蓋と提瓶がある。ともに一部を欠き、また、外面の大部分に焼成時の降灰がみ

1)奈良市教育委員会 F平城京左京 (外京)五条五坊七 十坪発掘調査概要報告』1982
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られる。杯蓋 (9)イよ、口径 13.2cm、 高さ4.8cmである①口縁部はほぼ垂直で、端部には内傾する

面がある。頂部外面にはケズリがみられるが、明瞭な平坦面はない。そのほかはヨコナデ調整で

ある。提瓶 (10)は、復原口径6.3cm、 高さ17.5cmで ある。口縁部は外方に緩やかに広がり、端部

には外傾する面がある。体部両外側面に釣状の把手が付 く。体部外側面に沿って不整ながらも円

弧状に、櫛描波状紋が2条、その内側に櫛目の刺突紋が3条みられる。施紋後、不整方向のハケメ

(カ キメ)と ナデによって、仕上げられている。土師器奏 (11)は、口径 18.9cm、 高さ26.Ocmであ

る。体部はやや胴長で、最大径は26.8cmである。底部は丸い。口縁部は外方に緩やかに広がって

いる。体部外面は、全体に粗いタテハケがみられるが、口縁部付近ではヨコハケ、体部下半の一

部にケズリがみられる。

(森下浩行)

―

‐‐
　

―
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ヤイ古墳出土埴輪 1/6・ 土器 1/4



平城京右京一条北大路・西三坊大路の調査 第430次

8.平城京右京一条北大路・西三坊大路の調査 第430次

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

共同住宅建設

米田義夫

平城京 第430次

西大寺新田町475-1

平成H年 8月 19日～9月 8日

93ポ

大窪淳司

調査の概要 調査地は、西ノ京丘陵の縁辺部に位置
し、平城京の条坊復原では、一条北大路と西三坊大

路との交差点に相当する。したがって、条坊遺構の

検出を主目的として調査を行った。

発掘区の層序は、造成土以下、耕上が約0.2m続 き、

灰白色砂質シル トの下で、橙色砂礫あるいは黄色粘

上の地山となる。遺構面は地山上面で、その標高は

約80.lmである。

検出遺構には、奈良時代～平安時代の上坑、室町

時代の溝、時期不明の土坑がある。

SX01は、発掘区の東半で検出した土坑状の落ち込

みである。東西4.5m以上、南北9,Om以上で、SD02

に接続する。深さは0.5～ 0,7mで、SD02と の接続部でやや浅くなる。埋土は、概ね砂質シルトが

堆積した上層と、シルトが堆積した下層に分かれる。いずれも大量の瓦を包含し、下層から奈良

時代の上器、上層から古墳時代初頭～平安時代末の土器が出土した。なお、上層は重複関係から

後述するSD02の上層より古い。下層が水成堆積したシルトであることから、SX01は池の可能性

があり、平安時代末に埋め立てられたと考えられる。

SD02は、発掘区南部で検出した東西方向の溝。掘形は3段で、溝幅が上段で6.4m以上、中段で

約2.4m、 下段で約0,7mあ り、検出面からの深さはそれぞれ約0.6m、 約1.lm、 約1.5mである。埋

土もまた、上層 (砂質シルト)、 中層 (シ ルト)、 下層 (中粒砂)の 3層に概ね分かれるため、2度

の改修を想定できる。上層から奈良～室町時代の土器と鉄淳、中層から古墳～室町時代の土器が

出土した。下層の出土土器は小片であるが、平安時代以前のものと考えられる。したがって、掘

られた時期は不明であるが、少なくとも室町時代まで溝が利用され、その間に改修を行なったも

のと思われる。改修前の溝心の国土座標は、X=-144,944.4、 Y=-20,173.0で ある。

SK03～ 10は、発掘区の西半で検出した土坑である。平面形及び規模については別表に記した。

いずれも出土遺物がなく、 時期は不明であるが、重複関係から、SK07～ 09は SX01の上層より古
く、平安時代末以前の上坑と、SK10はSD02の上層より古く、室町時代以前の土坑と考えられる。

出土遺物は、遺物整理箱で土器が1箱分、瓦輝が50箱分、鉄淳が1点ある。

土器の大半は摩減が著しい細片で、時期不明のものが多い。古墳時代から室町時代までの上器

がある。古墳時代の上器は、布留式上器と6世紀の須恵器杯身と提瓶が各1点ずつ、SX01か ら出

発掘区位置図 1/6,000

発掘区全景 (西から)
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土した。また、平安時代前期の山城産緑釉陶器椀 1点

がSX01か ら、室町時代の龍泉窯系青磁椀1点がSD02か

ら出上 した。 (大窪淳司)

瓦導の大半は丸瓦と平瓦で、軒九瓦7点、軒平瓦7点、

叉斗瓦4点、面戸瓦17点、鬼瓦1点、埠2点がある。遺

構からの出土はSX01と SD02に限られ、総量の約73%

がSX01、 約19%がSD02か ら出上した。主要なものを

別表に記した。憂斗瓦はいずれも破片で、大きさは不

明である。平瓦凹面に深さ、幅共に1～ 2c14の分割裁線

を焼成前に入れ、焼成後に分割する割 り叉斗である。

面戸瓦はすべて蟹面戸である。鬼瓦は牙部分である。

辱は2点 とも厚さ約5cmの破片で、他の法量は不明であ

る。平瓦には、側面に部分的に布 目痕が残る1枚造 り

と考えられるものが29点ある。布目痕は側面のケズリ

調整が及ばず残ったと思われる。

なお、SX01と SD02に ついて出土数から丸瓦と平瓦

の比率をみると、前者が1:2、 後者が1:5で様相が異

なる。今回確認している叉斗瓦は、割 り兒斗瓦である

ことから、平瓦としたものの中に、英斗瓦の小片が相

当数含まれているものと考える。SD02か らの九瓦と平

瓦の出土率から推察すると、SD02出土の瓦は築地塀の

ものである可能性は高いといえる。 (山前智敬 )

今回の調査は、一条北大路と西三坊大路の条坊関連

遺構の検出を目的とした。これに相当する可能性があ

るものにSD02がある。SD02の改修前の溝心は、平城

京右京一条北辺四坊一坪 (西三坊大路)の調査 (県

1985年 度)で想定された一条北大路心より約15.8m北

にあり、一条北大路の北側築地塀に伴う雨落溝の位置

に相当する。SD02が奈良時代に機能していたかどうか

不明のため、確証に欠けるが、雨落溝である可能性は

出土した瓦からも窺える。雨落溝が改修を重ね、室町

時代まで存続した可能性がある。

また、右京一条北辺四坊一坪の調査では、西三坊大

路心が推定されている。一方、右京五条四坊三坪 (国

100次調査)D地点で、西三坊大路の幅員は、21.83～
23.24mで あることから、先の地点から10.92～ 11.62m

東の位置に東狽I溝を想定できるが、当発掘区内ではこ

れに相当する遺構がなかったため、発掘区より西にあ

る可能性が高い。 (大窪淳司)

1)奈良国立文化財研究所 F平城京右京五条四坊三坪発掘調査概報』1977

平城京右京一条北大路・西三坊大路の調査 第430次

遺構平面図 1/250

1 2造成土
3灰色砂質シル ト
4橙色砂質シル ト
5灰褐色砂質シル ト 10灰 白色砂質シル ト 15暗灰色砂質シル ト
6暗黄色砂質シル ト 11灰 自色シル ト  16淡 褐灰色砂質シル ト
7黄灰色砂質シル ト 12灰色シル ト   17淡 黄灰色砂質シル ト
8褐灰色砂質シル ト 13灰 自色中粒砂   18淡 橙灰色砂質ンル ト
9橙灰色砂質シル ト 14灰白色砂質シル ト 19灰白色シル ト
(3～ 5は耕上、7～13はSD02埋 上、

6は SD02氾濫堆積、16～ 19は Sxol埋 土 )

発掘区東壁土層図 1/100

土坑一覧

軒瓦等の出土点数 (遺構別)

SK06  sK10

遺構番号 平面形 平面規模 (m) 深 さ (m)
SK03 円形 直径02 01

SK04 円形 直径02 01

SK05 円形 直径02 01

SK06 円形 直径03

SK07 方形 04× 03

SK08 方形 04× 03

SK09 方形 04× 03

SK10 不定形 08× 06

型 式 種 類 総数 SX01 SD02

軒丸瓦
6236種別不明 4 3

型式不明 3 1

軒平瓦

6732Cl 1 0

6732種別不明 1 0

型式不明 5 3

愛  斗  瓦 4 4

面  戸  瓦 17 0

埓 2 1 1

鬼 瓦 l 0 1
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事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

三笠公民館建設事業

奈良市長

平城京 第433次

大宮町4丁 目313-3

平成11年 9月 10日～10月 6日

35刊ド

細川富貴子

調査の概要 調査地は、左京三条三坊五坪の北東部
に相当する。調査地の東に隣接する現在の道路が東

三坊坊間路に相当するので、その西側滞の検出を目

的に調査を実施した。発掘区の層序は、造成上、耕

土以下、暗灰色シル ト質細粒砂、青灰色砂、淡青灰色粘土質シルト、暗青色シルト質細粒砂、暗

灰色シルトと続き、青灰～緑灰色細粒砂の地山になる。遺構面は地山上面である。調査地及びそ

の周辺は流路であった時期があると考えられ、耕土の下、地山までの間に砂およびシルトが厚く

堆積している。そのため、地表面から遺構面までの深さは1.8～ 2.Omで 、非常に深い。遺構面の

標高は約60.5mである。

検出した遺構は、南北溝1条、掘立柱塀 1条、柱穴である。以下、それぞれについて述べる。

SD01は、発掘区西半部で検出した南北方向の溝である。東岸は発掘区のほぼ中央で確認したが、

西岸は発掘区外にあると思われる。幅は3.Om以上、遺構面からの深さは約0.ユ～0.5mである。出土

遺物には、瓦と奈良時代の上器がある。SD01が東三坊坊間路西側溝にあたるかどうか、それを確

認できた3箇所の調査例 (市TI第 11次 。平成3年度、国第215-1次・1990年度、県 。1998年度)か

ら本調査地での西側溝の位置を導き出すと、その溝心は発掘区西端から東へ0.5mの位置となり、

SD01の東岸から離れている。したがって、SD01は東三坊坊間路西側溝とは考えがたいが、溝心

-17,260     
、v

発掘区位置図 1/6,000

1造成土及び耕土   上 十 ~~1生 ~
2耕土
3暗灰色ンルト質細粒砂
4青灰色砂 (極細粒～細粒 )
5淡青灰色粘土質シルト(細粒砂を含む)
6暗青灰色シルト(細粒砂を含む)
7暗灰色シルト(中粒砂と礫を含む)

ザ
― ― ― 一 ― 一 ―プ

2m8灰褐色砂 (細粒～中粒、シルトを含む)
9青灰色極細粒砂
10明灰色砂 (細粒～中粒、

粘土質シルトブロックを含む)

11青灰～緑灰色細粒砂 (シルトを含む)

発掘区南壁土層図 1/50

12赤灰色シルト質細粒砂 (マンガンを含む)
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ぃ|―

―― -146,435

―
 -146.440

―― -146,445

10m

10cm

出土瓦 1/4

からSD01の東岸までの距離が約4.Omであることを考慮すると、東三坊坊間路西辺に沿った築地の

雨落溝と考えることもできる。ただし、添柱などの築地塀に関わる遺構は検出できなかった。

SA02は、発掘区の西側で検出した南北方向の掘立柱塀である。重複関係からSD01埋没後に建

てられたと考えられる。3間分 (5。4m)検出したが、南北ともに発掘区外へ続き、建物になる可
能性もある。柱間は1.8m等間である。奈良時代後半の上器が出土した。

なお、ほかにいくつか柱穴があるが、建物としてまとまらなかった。 (細川富貴子)

出土遺物は、古墳時代の埴輪、奈良時代の瓦辱、土師器、須恵器が遺物整理箱14箱分ある。こ

のうち12箱分が瓦嬬であり、これについて報告する。軒丸瓦1点、軒平瓦3点、輝2点 と、ほかは

丸瓦、平瓦である。軒九瓦1点 は型式不明で、軒平瓦は6668Aが2点、型式不明が1点である。

6668Aは 2点 ともSD01か ら出土し、京都府木津町瀬後谷瓦窯で出上した危割れ2段階うと同籠であ

る。九瓦と平瓦の出土量の合計は1,297点 (95.23kg)で、その内訳は丸瓦が174点 (12.36kg)、 平

瓦が949点 (80.92kg)、 いずれか不明なものが174点 (1.95kg)で ある (破片を含み、残存度は問

わない)。 このうちSD01か ら丸瓦が74点、平瓦が405点 出上している。丸瓦に比べて平瓦の出土

量の割合が高いことと、築地塀が想定される位置で出土したことから、SD01出 土の平瓦には半

裁して憂斗瓦として使用されたものが多数含まれていると考える。また、凸面に2条の凸線を施

す平瓦が3点ある。いずれも破片であるので、軒平瓦の平瓦部である可能性もある。凸線は型の

押し引きによる。1は凸線の間隔が広 く、2は狭い。2の凸線は、広端あるいは狭端部縁のいずれ

かに沿っている。なお、2の凹面には桶巻き作 りの模骨痕がみられる。

(山前智敬)

1)財団法人 京都府埋蔵文化財調査研究センター F京都府遺跡調査報告 第27冊 ―奈良山瓦窯辞―』1999

四

十‐

日

日

発掘区全景 (南から)

|
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畑中小規模住宅地区改良事業

奈良市長

平城京 第434次 。第439次

畑中町5-3、 6、 7-1、 ほか

平成11年 9月 27日 ～10月 22日

平成12年 2月 1日 ～3月 10日

591♂

安井宣也

発掘区位置図 1/6,000

10。 平城京左京二条五坊五坪・十二坪の調査 第434次・第439次

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

調査の概要 事業地は、平城京の条坊復原では左京
(外京)二条五坊五坪東半部・十二坪南西部および東

五坊坊間路にあたり、江戸時代には「畠中村」とい

う添上郡の一村落ではあるが奈良町の一部として認識されていた地域で、旧市街地がある段丘の

平坦面西縁及び西斜面に位置する。事業地内は過去の調査例がなく、遺跡の様相はこれまでよく

わからなかったが、事業に先立ち改変の規模が大きい段丘平坦面上の改良住宅予定地で奈良時代

の遺構の有無の確認するために第434次調査を実施したところ、遺構が残存していることが判明

した。そのため、平成12年度にかけて改良住宅予定地を主に発掘調査を実施することとなった。

第439次調査は、段丘平坦面上の十二坪南西部の様相解明と、五坪東半部で前回調査が及ばなか

った段丘西斜面の奈良時代の遺構面の確認を目的として実施した。平成11年度の調査成果は以下

のとおりである。

段丘平坦面における発掘区内の層序は、宅地の整地土 (厚 さ0。 1～0.3m)の下に西寄りでは畑

地に伴う褐色砂質シルト (厚 さ02～0.5m)を挟んで黄橙色のシルトあるいは砂礫の段丘堆積層

となる。奈良時代の遺構面は、段丘堆積層上面 (標高75.0

～77.Om)で、近現代の攪乱が目立つ。段丘西斜面におけ

る発掘区内の層序は、宅地の整地土 (厚 さ0.4m)。 褐色

砂質シル トの整地上 (厚 さ0.5～ 1,8m)の下、東半部では

大阪層群とみられる青灰白色粘土や褐色砂となり、西半

部では佐保川の河成堆積層とみられる灰責色砂礫質粘土

となる。奈良時代の遺構面は、大阪層群及び河成堆積層

の上面である。標高は、前者が71.0～ 72.Omで、東から西

に急に下り、後者は70.2mで西隣接地の法蓮桜町の旧水田

上面の標高と近い。

段丘平坦面の発掘区における主な検出遺構は、奈良時

代のものとみられる柱穴、井戸、土坑である。柱穴のう

ち五坪内にあたる部分で確認したものは比較的大型の建

物の可能性がある。また十二坪内にあたる部分で確認し

たものは、攪乱の影響で建物としてはまとまらないが、

比較的小型の建物の可能性がある。五坪内にあたる部分

段丘西斜面東半 (南から)

段丘西斜面西半 (南から)
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平城京左京二条五坊五坪・十二坪の調査 第434次・第439次

で検出した井戸SE01は方形の井戸枠の痕跡がみられる①埋土から土器及び瓦の破片が出土した。

東五坊坊間路については、道路側溝等の遺構は確認されず、路面の想定部分に柱穴がみられる。

段丘西斜面の発掘区における主な検出遺構は、西半部の北壁で確認した奈良時代の土坑で、埋

土から須恵器片が出上した。

調査の結果、奈良時代の平城京に関しては、五・十二坪内とも宅地として利用されていたこと

がわかった。東五坊坊間路に関しては確認できず、路面の想定部分に柱穴がみられることを考慮

すれば、五・十二坪は2坪利用の宅地である可能性もある。平城京廃絶後に関しては、奈良時代

の遺構面上に耕地に伴う堆積層がみられる点や中世 。近世の居住地関連の遺構がみられない点が

奈良町の周辺地域の特徴を示すことから、土地利用の経緯が奈良町よりもむしろ周辺の農村に近

いものであったと推察される。

五坪部分 (北東から)

-16.210

|

十二坪部分 (北から)

-16,190                        -16,180

1      1

(安井宣也)

-145,960

比較的大型建物の柱穴群

段丘平坦部
古
二
員

段丘西斜面

L H174 00m

0                        1om

推定  |種坊
Pttb

ユ宅地の整地土屑
2褐色砂質シルトの整地上層
3佐保川の河成堆積層
4大阪層群

遺構平面図

(五坪 )

土層図

(十二坪 )

1/300

二選 :1重重

―-83-―
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11.平城京左京四条四坊七坪の調査 第435次

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

共同住宅建設

い吉本工務店

平城京 第435次
三条宮前町236-3

平成11年 10月 14日 ～11月 15日

260B『

大窪淳司

調査の概要 調査地は、菩提川によって形成された

扇状地の先端部に位置し、平城京の条坊復原では左

京四条四坊七坪の南辺及び四条条間路に相当する。

事前に試掘調査を行い、奈良～平安時代の柱穴・土

坑と東西方向の中世の流路を検出した。今回の調査は、

発掘区位置図 1/6,000

七坪内の様相確認を主目的とし、発掘区

を設定した 。

発掘区内の層序は、基本的に造成上以下、耕土 (黒色砂質シルト、灰白色砂質シルト、灰色砂

質シルト、青灰色砂質シルト)、 淡責褐色砂質シルトと続き、地表下約1.2mで奈良時代の整地土 (

黄褐色砂質シルト)、 地表下約1.3mで地山 (褐色砂質シルト)と なる。それぞれの上面の標高は、

整地上が62.1～ 62.3m、 地山が61.8～ 62.2mで 、東から西へ緩やかに下がる。整地土は、8世紀の

土器を包含し、上面から9世紀初頭までの遺構が掘 り込まれている。なお、中世の流路は、淡黄

掲色砂質シルトの上面から掘り込んでおり、この面が中世の遺構面と考えられる。

検出遺構には、奈良時代以前の流路1条、奈良～平安時代の掘立柱建物1棟、掘立柱塀 1条、土

坑13、 溝1条、中世の流路1条がある。以下、主な遺構について報告する。

奈良時代より前の遺構 流路01は、発掘区の中央から東半で検出し、北端で部分的に掘り下げ
た。幅6.0～ 7.3m、 深さ約1.4mで ある。埋土は、概ね3層 に分かれ、上・中層が砂礫で、下層が

砂礫と有機物を含む粘上の互層である。中層から出上した土器は小片で、時期は不明だが、流路

は奈良時代整地上下の地山上面から掘 り込んでおり、奈良時代より前に形成されたと思われる。

左京四条四坊七坪の調査 (第 121次調査 。昭和61年度)で検出した自然流路に繋がると考えられ

る。

奈良時代以降の遺構 造構面は、奈良時代整地上上面である。

SB02は、桁行 1間 (2.lm)以上、梁間2間 (3.6m)の東西棟建物である。発掘区外へ続 く。柱

穴から8世紀の上器が出上し、8世紀の建物と考えられる。

SA03は、東西2間 (3.6m)の 掘立柱塀で、発掘区外へ続く南北棟建物の可能性もある。柱穴か

ら8世紀の上器が出上した。重複関係からSK05よ り新しく、8世紀後半以降と考えられる。

SK04は、発掘区東北部で検出した土坑で、東西6m以上、南北7m以上、深さ0.3～ 0.4mで ある。

発掘区外へ続く①埋土は上下2層あるが、いずれも水成堆積でない①両層から8世紀後半の上器が

出土しており、この頃に埋まったと考えられる。

SK05は 、発掘区中央で検出した方形土坑で、東西約1l m、 南北7h以上、深さ0,3～0.5mであ

る。発掘区外へ続く。埋土は、概ね3層に分かれ、上 。中層から8～9世紀初頭の上器が出上した。
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平城京左京四条四坊七坪の調査 第435次

重複関係からSK04よ り新 しく、8世紀後

半～9世紀初頭に埋まったと考えられる

が、南辺をSK04と 揃え、深さもほぼ同じ

であることから、何らかの関連遺構、あ

るいは造 り替えの可能性がある。ただ、

SK04と 異なって、下層は水成堆積であり、

水が溜まっていたことが窺える。したが

って、SK05は池の可能性がある。

SK06～ 091よ 、いずれもSK04上面から

掘 り込まれた8世紀後半以降の土坑であ

る。SK06は、東西約0.8m、 南北約0.5m、

深さ約0.2m。 8世紀中頃～後半の土器が

出上してお り、8世紀後半に埋まったと

考えられる。SK07は 、東西約0.4m、 南

北0.4皿、深さ約0.3m。 出土土器は、細片

のため時期不明である。SK08は、東西約

0.6m、 南北約1.lm、 深さ約0.2m。 8世紀

末～9世紀初頭の上器が出土しており、9

世紀初頭に埋まったと考えられる。SK09

は、東西約0.8m、 南北約 1.Om、 深さ約

0.lm。 8世紀の上器が出土した。

SD10は、発掘区北西部で検出した南北溝である。全長約27m以上で、発掘区外へ続く。幅約

■4m、 深さ約0.35m。 埋土は上下2層あり、下層から8世紀後半の上器が出土した。

SDllは、発掘区北東部で検出した南北溝である。全長約1.3m以上で、発掘区外へ続く。幅約

1.7m、 深さ約0.2m。 出土土器は小片で、時期不明である。重複関係からSK04よ り新しく、8世

紀後半以降 の溝と考えられる。

流路12は、発掘区南部で北岸を検出した。平城京の四条条間路の想定位置にあたる東西方向の

流路である。試掘調査で、流路幅が10m以上であることを確認した。南岸は発掘区外にあると考

えられる。埋上には、暗責白色細砂、紫灰色シル ト、青灰色シル ト等があり、概ね上下2層 に分

かれる。下層から8世紀の上器が出土したが、重複関係からは奈良時代整地上上面で検出した遺

構群より新しく、上・下層とも9世紀以降に埋まったと推定できる。同じく四条条間路の想定位

置にあたる第325次調査 (平成8年度)で確認した中世流路SD91は、12世紀までに埋まっており、

これに繁がると考えられる流路12は、この頃までに埋まっている可能性が高い。

以上のように、8世紀後半以降の遺構が大部分をしめ、当地が8世紀後半～9世紀初頭に利用さ

れていたことが窺える。なお、発掘区中央の西寄りに七坪の東西を1/4に分割するラインを想定

できるが、区画施設等はなかった。

出土遺物には、奈良～平安時代の土師器・須恵器が遺物整理箱で1箱分あり、他には奈良時代

以前と考えられる土器の小片が2点、奈良時代の平瓦の小片が9点、安山岩製の加工痕のある剥片

が1点出土した。なお、ミガキ調整された須恵器の杯・皿がSK04～ 06か ら、体部外面にミガキが

施された須恵器の長頸壺がSK09か ら出土 した。

-16,740

〕1大
-146800

|   ♀二_rTす→__上__当m

遺構平面図 1/400

発掘区全景 (東から)
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12.平城京左京五条一坊十三坪の調査 第438次

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

宅地造成 。店舗建設

小嶋敏明

平城京 第438次

柏木町5%-1、 -8、 5%-1、 配7-1、 -5

平成12年 1月 20日 ～2月 25日

420nF

武田和哉

調査の概要 調査地は、平城京の条坊復原では左京
五条一坊十四坪の南辺中央～東付近に該当している。

過去の当坪内での調査事例は2例あり (第 249次 。平

成4年度、第395次 。平成9年度)、 このうち当調査地

の南隣で実施した第249次調査では、五条条間南小路や奈良時代の建物・塀、古墳時代の建物や

溝・流路などを検出している。今回の調査では、第249次調査で検出した流路の続きを確認する

ことなどを目的として、2箇所の発掘区を設定した。

発掘区内の層序は、上から黒灰色粘土、暗灰色土 (と もに耕土)、 黄灰色粘質土 (遺物包含層)

と続き、その下が古墳～奈良時代の遺構面 (標高約57.6m)である。遺構面の下層は、概ね灰色

砂、黄灰色粘質上の順に堆積しているが、流路の氾濫の影響などから幾分異なる箇所もある。地

表面下約0.5～ 0。7m(標高57.2～57.4m)で責灰色シルトの地山に達する。また、東発掘区の東側

部分は、後世の水田形成の過程で削平を受けており、遺構は残存していなかった。

検出した主な遺構には、古墳時代の流路、奈良時代の建物・溝 。土坑がある。

流路01は 、西発掘区中央で検出した。幅1.8～ 2.8m、 深さ約0.8mで 、西北西から東南東へ流れ

る。第249次調査で検出した滞SD12と 接続する可能性がある。古墳時代の遺物が出上した。

流路02は、東発掘区中央付近で検出した。幅0.6～ 0.8m、 深さ約0.1～ 0.2m。 北西から南東へ流

れる。埋土から土師器片が出土したが、小片で時期の特定はできない。後述のSK06よ り古い。

流路03は、東発掘区中央東寄 りで検出した。幅約6.Om、 深さ約0.lm。 流路02と 同様に北西か

ら南東へ流れる。埋土から古墳及び奈良時代の土器片が出土した。後述の溝SD05よ り古い。

流路041よ、東発掘区中央西寄りで検出した。幅

1.2～ 3.5m、 深さ約0.3～0.4m。 北西から南東へ流

れる。埋土から土師器と須恵器片が出上したが、

小片のため詳細な時期は特定できない。

SD05は、東発掘区東側で検出した溝である。

幅0.9～ 1.2m、 深さ約0.2m。 北から南へ流れる。

埋土から奈良時代の上器片が出土した。溝心の国

土座標値は、X=-147,460.00、 Y三 -18,067.35

である。

SK06は、東発掘区南辺中央東寄 りで検出した

土坑である。径4.2m以上、深さ約0.lm。 埋土か

発掘区位置図 1/6,000

|         |-18,110     1

大

一
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ら奈良時代の須恵器と土師器片が出上した。このうち、須恵器杯Aには「上」の墨書がある。

SA07～ 10は、南北方向の掘立柱塀である。いずれも発掘区内で一部を検出したのみで、両端

は発掘区外へ続 く。建物である可能性もある。このうち、SA071よ、東発掘区西辺で柱間4間分

(9,6m)を 検出した。柱穴の埋土から奈良時代の上器片が出土した。SA08は、東発掘区西辺で柱

間3問分 (7.2m)を 検出した。SA07の東約2mの位置を平行する。S☆09は、西発掘区北東部分で

柱間1間分 (2.7m)を 検出した。SA10は、西発掘区中央で柱間3問分 (7.2m)を 検出した。

SBllは、東発掘区北辺中央で検出した東西棟建物である。桁行4間分 (8.4m)、 梁間1間分

(2.4m)を 検出した。北側は発掘区外へ広がる。北側柱列より南側柱列の柱穴の規模が大きいの

で、南側柱列を南面廂とみるか、あるいは北側柱列を床束とみるか判断できない。柱穴の埋土か

ら奈良時代の土器片が出土した。遺構の重複関係からみて、流路02・ 03よ りも新しい。

出土遺物は、遺物整理箱約6箱分ある。その大半は古墳
。奈良時代の土器片である。

今回の調査では、北西から南東方向に流れる流路を4条検出したが、人為的に開削された溝で

ある可能性も否定できない。埋土から古墳時代の上器片が出土していることから、流路は平城京

造営までには埋没したと推定される。また、調査地の北約230mで実施した第316次調査 (平成6

年度)では、東一坊大路西側溝とその西側の雨落溝と推測される溝を検出している。その成果を

基に計算すると、SD05は、第316次調査で検出した雨落溝と推定される溝の延長線上に位置して

おり、出土土器からみた時期が奈良時代と推定される点や、幅や深さ等の規模が類似している点

から、十四坪の東面築地の雨落滞である可能性が高いと考えられる。 (武田和哉)

東発掘区全景 (東から)

|-18090          1

西発掘区全景 (東から)

|-18,070     1

東発掘区遺構平面図 1/250
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平城京左京四条三坊十四坪の調査 第428次

13.平城京左京四条三坊十四坪の調査 第428次

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

共同住宅建設

飯田善之

平城京 第428次

=条桧町380-4、 384-2

平成11年 5月 19日～6月 2日

112ポ

武田和哉

調査の概要 調査地は、平城京の条坊復原では、左

京四条三坊十四坪の北東隅部に該当する。当坪内の

過去の調査事例は1件あり (第301次・平成6年度 )、
発掘区位置図 1/6,000

奈良時代の建物5棟などの遺構を検出している。

発掘区内の層序は、造成上以下、黒灰色土、暗灰色土 (いずれも耕土)、 灰褐色土と続き、地

表面下約1.9mで 暗黄灰色土または暗茶褐色上の地山となる。地山上面が奈良時代の遺構面であ

り、標高は約61.Omである。

検出した主な遺構には、奈良時代の井戸 1基、柱列 1条、時期不明の上坑がある。SE01は発掘

区中央西寄 りで検出した井戸である。掘形は径 1.8～ 2.lmで、平面形はやや楕円形を呈する。枠

は木製の2段構造である。上段は一辺0.8～ 0,9mの方形の縦板横桟留の構造で、高さ約0.45m分が

残存していた。下段は径約0.65m、 高さ約0.35mの 曲物を利用していた。検出面からの深さは約

1,4mで、粋内の埋土から奈良時代の銅鋳 (九輛)と 土器片が出土した。SA02は発掘区北西隅付

近で検出した柱列である。発掘区内では1間分 (1.65m)を検出した。このほか、柱穴をいくつか

検出したが、建物や塀としてまとまらない。なお、出土遺物の総量は、遺物整理箱2箱分である。

今回の調査では、厚い造成上のために調査面積が限定されたものの、奈良時代の井戸や柱列な

どの遺構を検出することができた。これらの遺構の残存状況はおおむね良好であり、今後の周辺

地での調査成果の蓄積が期待される。 (武田和哉)

|

発掘区全景 (東から)

―-88-―

遺構平面図 1/200



14.平城京右京四条二坊十六坪の調査

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

近鉄橿原線尼ケ辻駅地下化工事

近畿日本鉄道株式会社

平城京 第425次

尼辻西円丁221-4、  ほか

平成11年 6月 8日 ～6月 16日

68nf

大窪淳司

調査の概要 調査地は、平城京の条坊復原では、右
京四条二坊十六坪の北部に相当する。調査は十六坪

内の様相確認を主目的として実施した。

調査地は、西ノ京丘陵の東辺部で、北に下がる傾

斜地に位置する。発掘区全域にわたり遺構の残存が

悪い。発掘区の北端及び中部付近では水田造成によ

る削平でそれぞれ北に下がる段差が形成されている。

このため、発掘区南部では造成上直下で地山となり、

中部では造成上の下に耕土 (橙灰色砂質シル ト、暗

灰色砂質シル ト)が続き、地表下約0.5mで黄白色粘

上の地山となる。また、北部では暗灰色砂質シル ト

の下に、さらに耕土 (淡橙灰色砂質シル ト、責灰色

砂質シル ト)が続き、地表下約1.lmで地山となる。

地山上面の標高は738～ 74.6mで、北に下がっている。

発掘区北部の淡黄灰色砂質シル トから12～ 13世紀の

瓦器が出土したことから、水田造成はこれ以降であ

ったと考えられる。遺構面は地山上面である。

検出遺構には、奈良時代の掘立柱建物1棟、時期不

明の掘立柱塀 1条・土坑2がある。

SB01は、桁行 1間 (1.8m)以上、梁間2間 (3.6m)

の東西棟建物である。妻柱にあたる柱穴がなく、削

平されたとみられる。柱穴埋土から奈良時代の須恵

器の杯・壷の細片が出土した。

SA02は、南北1間 (1.8m)以上の掘立柱塀である。

発掘区外北に続 く可能性がある。出土遺物はなく、

時期は不明である。

出土遺物は、土器が追物整理箱 1箱分出土した。奈

良時代の土師器・須恵器、鎌倉時代の瓦器がある。

いずれも細片であり、その多くは耕土から出土した。

(大窪淳司)

一-89-―

平城京右京四条二坊十六坪の調査 第425次

第425次

発掘区位置図 1/6,000

-146600

大
-146,605

-146.610

-146,615

1      9          写
m

遺構平面図 1/200

発掘区全景 (北から)



平城京左京五条二坊十三坪の調査 第436次

15。 平城京左京五条二坊十三坪の調査 第436次

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

宅地造成及び共同住宅新築

永保安雄

平城京 第436次

大安寺西1丁 目334、 ほか

平成11年 10月 28日 ～11月 15日

94nf

武田和哉

調査の概要 本調査地は、平城京の条坊復原では、
左京五条二坊十三坪の南辺中央付近に該当する。

当坪付近における過去の調査事例は3件 (第 1次・

昭和54年度、第32次 。昭和57年度、ほか)あ り、奈

良時代の柱穴などの遺構のほか、十三坪の北側に想定されている五条条間南小路を検出している。

発掘区内の層序は、黒灰色粘土 (耕土)以下、暗灰色土 (耕土)、 暗灰色砂礫、暗責灰色粗砂、

灰色粘土、暗灰色粘質土 (遺物包含層)と 続き、地表面下約1.Omで責灰色粘上の地山となる。

地山上面が奈良時代の遺構面であり、標高は約56.4mである。

検出した主な遺構には、奈良時代の掘立柱建物1棟、掘立柱塀3条がある。

SB01は、発掘区北半で検出した東西棟建物である。身舎は桁行3間 (4.5m)、 梁間2間 (3.6m)

で、西面廂の出は2.lmで ある。東面廂の有無は確認できなかった。SA02・ 03は 、発掘区北半で

検出した東西方向の塀で、いずれも両端は発掘区外へと続 く。SA02は柱間2間 (4.2m)分 を、

SA03は 2間分 (6.Om)を それぞれ検出した。SA02は建物である可能性もある。ともにSB01と 重

複する。SA04は、発掘区南半で検出した南北方向の塀で、柱間2間 (3.6m)分を検出した。南側

は発掘区外へと続く。遺構の検出状況からみて、複数時期にわたる変遷が確認できる。なお、出

土遺物は、遺物整理箱2箱分あり、大半は奈良時代の須恵器、土師器である。 (武田和哉)

-17570

発掘区位置図 1/6,000

ぬ

発掘区全景 (北から)遺構平面図 1/200
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平城京左京二条三坊七坪の調査 第432次

16。 平城京左京二条三坊七坪の調査 第432次

事 業 名

届出者名

調査次数

調 査 地

調査期間

調査面積

調査担当者

宅地造成

④あかね住宅

平城京 第432次

法華寺町320、 321、 321-4

平成11年 9月 3日 ～9月 17日

75日〆

武田和哉

調査の概要 調査地は、平城京の条坊復原では、左
京二条三坊七坪の中央よりやや北西寄りの部分に該当

する。過去に当坪内での調査事例はなく、したがって

当坪内の遺構の残存状況と様相の把握を目的とした。

発掘区内の層序は、黒灰色土、暗灰色土 (と もに耕

土)以下、暗責灰色粘質土、淡茶灰色粘質土、暗灰色

粘質土、灰色粘質土と続く。このうち、暗黄灰色粘質

土には近世の陶磁器片が、暗灰色粘質土と灰色粘質土

には、中世の上器片がそれぞれ含まれており、現在調

査地の南約100mを東から西へと流れる菰川の氾濫に

関係する堆積層と考えられる。この下に淡黄灰色粘土

の地山がある。この上面が奈良時代の遺構面であり、

地表面からの深さは約0.8m、 標高は約61.4mである。

検出した主な遺構は、奈良時代の柱列3条、時期不

明の土坑である。SA01は、発掘区西辺で検出した南

北方向の柱列。柱間4間分 (9.6m)あ り、発掘区外へ

続 く。SA02は、発掘区北西隅付近で検出した南北方

向の柱列①発掘区内では2間分 (2.4m)を 検出した。

SA01・ 02と もに、建物である可能性がある。SA03は

発掘区中央で検出した東西方向の柱列①発掘区内で

は1間分 (3.Om)を 確認したが、建物である可能性は

低い。ほかにも柱穴をいくつか検出したが、建物や

塀としてまとまらない。

遺物は、瓦埠が遺物整理箱7箱分、土器が1箱分出

土した。軒丸瓦は、6225A、 6225種別不明、6308種別

不明が各1点、軒平瓦は、6721Cが 1点、形式不明が4

点である。また、緑釉平瓦が1点ある。

本調査地では、中近世のユ可川氾濫に伴う堆積層が存

在するものの、その下層の奈良時代遺構面は比較的良

(武田和哉)

-91-
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0         1 5m

遺構平面図 1/200
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発掘区位置図 1/6.000

発掘区全景

好に残存していることを確認した。



平城京左京九条一坊七坪の調査 第441次

17。 平城京左京九条一坊七坪の調査 第441次

事 業 名  工場増築
届出者名  共栄社油脂株式会社

調査次数   平城京 第441次

調 査 地   西九条町5丁 目2-5

調査期間  平成12年 3月 6日 ～3月 10日

調査面積  80♂

調査担当者  中島和彦

調査の概要 調査地は、平城京左京九条一坊七坪の

ほぼ中央にあたる。調査地より南西へ約60mの第167

次調査 (昭和63年度)では、奈良時代の井戸と坪境

小路を検出している。また、東へ約150mの県1990年 発掘区位置図 1/6,000

奈良時代の溝・土坑を検出してい度調査では、奈良時代以降の佐保川と考えられる流路の西岸、

る。

発掘区内の層序は、発掘区北側で、上から造成上、耕土、明青灰色砂質土、明オリーブ灰色砂

質土、明茶灰色粘土、暗茶灰色粘土とつづき、現地表下約2.2m(標高約51.lm)で茶褐色粘質土

の地山となる。厚い造成上のため、遺構検出ができたのはわずか22♂である。

地山上面で、奈良時代の掘立柱塀1条、土坑 1、 暗茶灰色粘

土上面で中世の小溝5条を検出した。掘立柱塀SA01は東西2間

分を検出した。発掘区外東西につづ く。掘立柱建物になる可

能性もある。柱間は1.8m等 間である。中世の小溝はすべて南

北方向のもので、幅約0.3m、 深さ0.05～0.15mである。溝のひ

とつから瓦器椀の小片が出土した。

出土遺物には遺物整理箱1箱分の上器がある。古代から近世

までの各時代のものがあるがいずれも小片である。(中島和彦)

遺構平面図 1/200

-18,388           -18,386

1耕  土 6明茶灰色粘土
2灰色砂質±      7灰 色粘土

3青灰色砂質±     8茶 灰色粘土

4明青灰色砂質±    9暗 茶灰色粘土
5明オリーブ灰色砂質±  10茶 褐色粘質土 (地山 )

発掘区北壁土層図 1/100

抑　　‐・ＥＥＥ員【　蜘

発掘区全景 (西から)
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平城京東市跡推定地の調査

18。 平城京東市跡推定地の調査 第24次 。第25次

平城京東市跡推定地では、第1次調査からこれまで19年 間継続して発掘調査を行っている。継

続調査が始まった当初は、推定地の範囲を確認するためにそれぞれの坪の周囲を調査してきた

が、ここ数年間は左京八条三坊六坪について調査を行って、この坪の内部の様相についての資

料を蓄積している。平成11年度にも、この坪内で2件の発掘調査を実施した。そのうち、1作は

この坪の内部に発掘区を設け、建物等の遺構を検出し、これまでに検出されている遺構との関

係を確認した。もう1件は、この坪の東辺で、東市跡推定地の中央を南北に貫く東三坊坊間路の

想定地に発掘区を設け、坊間路とそれに関連する遺構を検出した。

なお、本文中の遺構番号は、東市跡推定地内で付けている通し番号である。

平城京東市跡推定地発掘調査一覧表

調査次数 届出者名 事業名 調査地 調査期間 調査面積 調査担当者

奈良市長

範囲確認調査

西九条佐保線街路整備事業

杏町591、 592

東九条町4352

Hll ll 16～ H12 113

H12 117-330

400r

600∬

秋山

E≡山苛・糸日
'H

一畳

邑

オ
曰

・一
一一
一

♀                  .                  170m

『

〒
―

|,

25  ‖    |
|

「一

,‖ |“ |

Ⅲ     I

I ‖ |~

I ど υ  i

7 「互)‖ 「
~~

イ■□  ‖ |

辰 市 小 学 校

平城京東市跡推定地内の発掘区位置図 1/5,000
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平城京東市跡推定地の調査 第24次

(1)左京八条三坊六坪の調査 第24次

東市跡推定地では、六坪・十一坪を中心に調査が続けられている。六坪は、これまでの調査成

果から、北辺に築地塀、東辺に門、坪の北東部に総柱建物を含む掘立柱建物が並ぶ一画、中央南

側に空地、西側中央付近に土器埋納遺構、溝で区画された掘立柱建物が並ぶ一画、南辺中央付近

に掘立柱建物が並ぶ一画があることがわかっている。今回の調査地は、六坪の南辺中央西寄りに

位置する。坪内の様相を明らかにするため東西2箇所に発掘区を設けた。それぞれ東発掘区、西

発掘区と証する。東発掘区はTI第 23次調査 (平成10年度)発掘区の西南に隣接し、西発掘区は

TI第7次調査 (昭和61年度)発掘区の東に隣接している。

発掘区の層序は、上から黒灰色土 (耕作土)、 灰色土、赤褐色上、褐灰色土、灰褐色土、淡灰

色砂質土と続き、地表下約0,7mで地山である責灰色粘質土となる。さらにその下層には灰色砂

がある。地山上面の標高は、東発掘区北東隅で標高55。7m、 西発掘区南西隅で標高55.3mで 、北

東から南西に傾斜している。遺構面は地山上面である。

検出遺構には、奈良・平安時代の掘立柱建物6棟、掘立柱塀5条、井戸2基、溝1条、土坑1があ

る。

遺構平面図 1/200

1黒灰色土 (耕土 )
2灰色土
3赤褐色土

4褐灰色土
5灰褐色土
6淡灰色砂質上

7黄灰色土 (SB324柱穴 )
8黄褐色砂質土
9暗褐色砂質土

10褐色砂質土
11褐灰色粘質土
12黄灰色粘質土

東発掘区東壁土層図
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SB441は 、西発掘区北西 I品で

検出した掘立柱建物で、TI第 7

次調査で西に続 く柱穴を検出し

ている。発掘区外北へ続 く桁行

1間以上、梁間3間の東廂付南北

棟建物と考えられる。柱間寸法

は桁行1,9m、 梁間3.Om等間、廂

の出2.2mで ある。柱穴から奈良

時代の土師器甕 。杯または皿、

須恵器杯または皿が出上した。

SB442は、西発掘区北東隅で

検出した桁行2間以上、梁間2間

の西廂付南北棟掘立柱建物であ

る。建物主軸は北で若千西に振

れている。柱間寸法は桁行、梁

間とも2.4m等間、廂の出は1.8m。

柱穴から奈良・平安時代の土師

器杯・甕、須恵器杯の小片が出

土した。

SA443は、西発掘区北東隅で

検出した南北方向の2間以上の

掘立柱塀である。柱間寸法は2.7

m等 間。柱穴から奈良時代の土

師器皿の小片が出土した。

SA444は、西発掘区南側で検

出した4間以上の東西掘立柱塀で

ある。東端で後述のSA445に接

続する。柱間寸法は1.8m等 間で

ある。柱穴から奈良時代の上師

器杯又は皿の小片が出土した。

SA445は 、3間以上の南北塀

で、柱間寸法は1.8m等間である。

SA446は、SA444廷長線上で

検出した東西2間 の掘立柱塀で

ある。西端で後述のSA447に接

続する。柱間寸法は1.15m等間。

SA447は 、2間以上の南北塀

で、柱間寸法は2.3m等間である。

なお、SA446。 447は SA444・

445よ り新 しく、これらを建替

発掘区全景 (西から)

発掘区全景 (東から)

SE453・ 454/‐・ う妻 (T打から)
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えたと思われる。柱穴から奈良時代の須恵器杯・甕・壷 の小片が出土した。

SK448は、西発掘区南辺で検出した平面不整形掘形の上坑である。東西1.75m、 南北1.Om以上

で、掘形の南側は発掘区外へ広がる。深さは0,lmで、底は比較的平らである。埋土は黒掲色土

で、焼土及び炭を含む。平安時代の上師器、須恵器、土馬の脚、鉄製品が出上した。

SB449は 、東発掘区北側で検出した桁行4間、梁間2間の東西棟掘立柱建物である。柱間寸法は

桁行が西から1.9m、 1.5m、 1,9m、 1.9m、 梁間が2.2m等 間である。桁行の西から2間 目に間仕切

りの柱がある。柱穴から奈良時代の上師器杯または皿の小片が出土した。

SB324は 、桁行6間、梁間2間の東西棟掘立柱建物で、TI第23次調査で東側柱列を検出している。

柱間寸法は桁行1.9m等 間、梁間2.lm等間である。建物主軸は北で若千西に振れている。SB449

の建替えであると考えられるが、全体にSB449よ り1.5m東にずれている。柱穴から奈良時代の上

師器杯または皿・甕の小片、須恵器の杯または皿・奏の小片が出上した。

SB450は 、東発掘区南狽Iで検出した桁行3間、梁間2間の掘立柱総柱建物である。柱間寸法は桁

行1.5m等間、梁間1,9m等間である。柱穴から奈良時代の上師器杯・皿・甕、須恵器杯・皿・

壺 。奏の小片が出上した。重複関係からSB451よ り古いことがわかる。

SB451は、SB450と 同規模の掘立柱総柱建物である。SB450の建替えであると考えられるが、

全体に南へ1.5mずれている。桁行3間、梁間2間で、柱間寸法は桁行1.5m等 間、梁間1.9m等 間で

ある。柱穴から土師器杯・皿・奏、須恵器杯・壷 。甕の小片が出土した。

SD452は、SB451の 南側で検出した東西方向の溝である。幅0.7m、 長さ4.lm、 深さ0.15mで あ

る。埋土は暗褐色上で、奈良時代土師器杯・皿の小片が出土した。SB451の 雨落溝である可能性

がある。

SE453は、東発掘区東側で検出した井戸である。井戸枠の縦板1枚を残し、広範囲に抜取られ

ている。さらに東側は後述のSE454に よって破壊されているため、掘形の規模及び構造は明確で

ないが、下方には掘形埋上の灰色砂質土 (地山を含む)が残っており、東西1.8m以上、南北2.8

m、 検出面からの深さ0.8mま でを確認した。掘形埋土から奈良時代中頃の上師器杯、須恵器椀

が出土した。重複関係から建物SB450よ り古いことがわかる

SE454は 、SE453の 東側で重複して検出した平面不定形掘形の井戸である。規模は東西2.7m以

上、南北2.7m、 検出面からの深さ1.5mで ある。井戸は湧水層である灰色砂まで掘 り込まれてい

る。井戸枠は上部が抜取られ、瓦、埠、人頭大の河原石で埋められいた。最下段の枠が残ってお

り、内側に丼籠組、外側に方形縦板組の枠を据えた二重構造である。内法は一辺0.88mである。

井籠組の枠材の上面中央には、それぞれ柄穴を設け、上段に枠を積み重ねた痕跡がみられる。枠

内埋土から奈良 。平安時代の須恵器が、抜取 り坑埋土から平安時代前半の上師器、須恵器、黒色

土器、軒平瓦、埠が出土した。

発掘区を東西に分けたため、東発掘区と西発掘区との遺構の関係に不明な点もあるが、遺構の

重複関係、建物主軸の振れ及び出土遺物から、今回の調査地での奈良～平安時代の遺構のおおよ

その変遷を次のように考える。まず、西発掘区では建物SB441と やや離れて東にSA443が建つ。

SB441の 南には区画塀SA444・ 445がある。東発掘区では建物SB449と その南に丼戸SE453があっ

たものと思われる。次に西発掘区では区画塀SA444・ 445がSA446・ 447と なる。東発掘区では建

物SB449がSB3241こ建て替わり、南には総柱建物SB450が建つ。その後SB450は SB4511こ建て替わ

る。井戸SE453は平安時代になるとSE454に替わり、西発掘区ではSB442、 SK448がそれと同時

期であったものと思われる。

―-96-―
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出土遺物には、土器、瓦辱、金属製品がある。このうち、土器が遺物整理箱で2箱分、瓦輝が4

箱分、金属製品が1点出土した。

土器 。土製品には、8～ 9世紀の上師器、須恵器、黒色土器A類、製塩土器、土馬がある。

SE453・ 454、 SK448、 柱穴等から出土した。このうち、SE454、 SK448出土土器の概要を記す。

SE454抜取坑出土土器には、土師器杯A・ 皿A(1～ 4)。 椀A・ 高杯・奏、黒色土器A類椀、須

恵器杯A・ B(6)。 蓋 (5)・ 壷 (7)。 奏がある。1～ 31よ口縁部外面をケズリで調整する。4の器

壁は薄く、2Hm程度しかない。ヨコナデ調整で仕上げている。5は、口縁部が大きく外側に広がる。

6・ 7は、高台がかなり外側の位置に付いている。9世紀末から10世紀前半代の上器と考えられる。

SK448出土土器・土製品には、土師器杯C・ 皿C・ 椀C(11)。 高杯・甕、須恵器杯B(10)・

蓋 (8・ 9)・ 奏、土馬がある。8の頂部外面は、不定方向のナデ調整で、縁部が大きく外側へ広

がっている。9の頂部外面はロクロケズリであり、瓶か壷の蓋である可能性が高い。10は、底部

外面を不定方向のナデ調整で仕上げている。高台の端部と底部内面は、ロクロナデ調整痕の一部

が磨耗しており、非常に滑らかな手触りである。11は、口縁部だけをヨコナデ調整し、体部には

成形時の凹凸が残っている。東市跡推定地内では比較的多く出土する器形の1つである。土馬は

脚部片が1点出上した。9世紀初頭～前半のものであろう。

瓦には、九瓦、平瓦、軒九瓦、文字瓦、埠がある。大部分は、SE454か ら出土した丸瓦、平瓦

である。軒丸瓦は6143Aが 1点あり、SE454抜取坑から出土した。輝は13点あり、すべてがSE454

抜取坑から出上した。大半は小片であるが、一辺約7cmの ものが1点ある。文字瓦 (12)が1点あ

る。九瓦の凹面に押印したもので、「廣」と思われる文字が確認できるが、文字の下半部は欠損

している。

鉄製品 (13)は、長さ12,7cm、 幅は2.5cm、 厚さ1.6cm、 重さ76.72gで ある。表面には稜があり、

裏面は下半部で少し窪んでいる。断面形は、先端から4.8cmま でが二等辺三角形で、以下は五角

形である。全体が錆付いており、剥離が著しい。二次的に火を受けたためか赤色を帯びている。

用途は不明確だが、形状からみて鍋の脚部、または矛先の可能性がある。SK448か ら出土した。

(秋山成人 。三好美穂 。宮崎正裕)
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(2) 東三坊坊間路の調査 第25次

調査は、東三坊坊間路の検出と、人条条間小路との交差点部分の様相解明を主目的とした。発

掘区を3箇所設定し、北から順に北 。中央 。南発掘区とした。基本層序は、耕土以下、茶灰色砂

質土、茶褐色砂質土、茶灰色粘砂と続き、いずれの発掘区も現地表下0.5m前後で地山となる。

遺構面はすべて地山上面で、北発掘区では黄灰色粘質土 (標高56.5m前後 )、 中央発掘区では茶

灰色砂 (標高56.3m前後)、 南発掘区では責灰色砂 (標高56.2111前後)の上面である。

主な遺構には、奈良時代の道路及び側溝、掘立柱建物・塀と土坑、鎌倉時代の井戸と溝、鎌倉

時代以降の土坑と耕作に関わる小溝がある。なお、いずれの発掘区でも南北に縦断する杭列を検

出したが、これは調査前まで所在していた堤防の基底部を土留めした部材である。

発掘区がまたがる道路遺構について記した後、北発掘区から順に遺構について記すことにする。

道路遺構 SF027は、東三坊坊間路である。北発掘区で、

後述のSD023の 西岸から約5m分を検出した。TI第 11次調
査 (平成2年度)で SF027の 西端を検出しているので、こ

れと合わせて路面幅が約5。7mであることが半J明 した。

SD023は、SF027の 東側溝である。北発掘区では、幅約3

m、 深さ0。 1～0.4mで、南発掘区では、幅約1.3m、 深さ約

0.2mで ある。なお、溝の南端は人条条間小路北側溝につ

ながり、L字形に東へ曲がることが、TI第 6次調査 (昭和

60年度)で判明している。奈良時代から平安時代初頭の土

器と土馬が出土した。溝心の国土座標値は、北発掘区では

X=-148,950,000、 Y=-17,236.280で ある。

SD028は 、SF027の西側溝である。中央発掘区で溝の東

岸を、南発掘区で幅約1.lm分 を検出した。深さ約0.2m。

溝の南端は人条条問小路北側溝につながり、L字形に西ヘ

曲がる。奈良時代から平安時代初頭の上器が出土した。重

複関係から後述のSK465よ りも新しく、SD468よ りも古い。

SF022は、人条条間小路である。南発掘区で、SF027と

の交差点部分を検出した。路面幅は、後述の通り、南側溝

が付け替えられるため、約4mか ら約6mに広 くなる。

SD020。 021は、ともに南発掘区で検出したSF022の 南側

溝であり、SD020か らSD021へ付け替えられたことが半J明

している (TI第6次 。昭和60年度)。 ともにSF027を 横断す

る。深さは0.lm程度である。奈良時代の上器が出土した。

重複関係からSD020・ 021は後述のSD468よ りも、SD021は

後述のSK470よ りも古い。

北発掘区の遺構 SD455は、幅約0,4m、 深さ約0,2mの

溝で、東端は発掘区外に続 く。溝底の標高は北東が南西に

比べて高い。遺物は無かった。重複関係からSD023よ りも

先に埋まったものと思われる。後述の通り、SD023の東に
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北発掘区全景 (北から)

|-17.240

中央発掘区全景 (南から)

0                          10m

中央発掘区遺構平面図 1/250

南発掘区遺構平面図 1/250

古
屋
瓜

南発掘区全景 (北から)

1造成土
2暗灰色砂質土 (耕土 )
3淡黄灰色粘砂    9黄 灰色砂質土
4黄灰色砂諜    10灰 色砂
5淡茶灰色砂質±  11黄 灰色粘砂
6灰色粘砂     12灰 色粘砂
7淡責灰色砂質±  13茶 灰色砂質土
8黄灰褐色砂質±  14灰 色砂質土

-17240 -17245

冷藩優名雹縁著土後粂優色宅砂 究餐集猶屋慈質土孟疫名縁砂 酷窮懸長毯羅奇2許郷はSDυ 8
18茶灰褐色粘質± 24灰褐色砂質±  30暗 茶灰色粘質± 36黒灰色砂   40黄 灰色粘質± 35～ 41は SD023

オ食暦窪亀慾
廷 劣祭倶琶雑絃 蝕復蟹侯雹羅悲  9      ♀m

中央発掘区南壁土層図 1/80
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築地を想定すると、暗渠であった可能性がある。

SD456は 、幅約0.5m、 深さ約0.2mの東西溝で、西端は後述の

SD457に つながる。奈良時代の土器が出土した。重複関係から

SD023よ りも先に埋まったものと思われる。

SD457は 、幅0.6～ 0。 9m、 深さ0.3m前後の南北溝で、北端は

SD456につながり、南端は発掘区外に続 く。奈良時代の土器が出

土した。重複関係から後述のSK461・ 462よ りも古い。

SB458'459は 、南北2間の掘立柱列である。SB458の柱間は北

から27m、 3.Omである。SB459の柱間は1.5m等 間で、中央の柱

穴は両端の柱穴よりも小さい。後述の通り、ともに築地に取 り付

く、東三坊坊間路に開く門である可能性がある。

SK460は、南北約1.4m、 東西0.9m以上の上坑で、東端は発掘区

外に続く。深さ約0.8mである。奈良時代の土器が出上した。

SK461は、南北、東西とも約2.5m、 深さ0.1～ 0.2mの上坑で、

北端は発掘区外に続 く。余良時代の土器が出土した。

SK462は 、南北約1.lm、 東西約1.8m、 深さ約0,2mの上坑であ

る。奈良時代の土器が出上した。

SE463は 、深さ約2.2mの 円形の石組井戸で、掘形の平面は隅丸

方形である。井戸底に曲物を2段重ねている。検出面下0.4m前後

までは石が抜き取られている。以下、曲物まで平面円形の石組が

続く。上段の曲物は内径約45cm、 高さ約27cmで、下段の曲物は内

径約40cm、 高さ約24硼である。掘形、枠内、抜取坑埋上のすべて

から鎌倉時代初頭の瓦器が、枠内から奈良時代の軒丸瓦 6138Cbと軒平瓦6712Bが出土した。

発掘区北端のSD023の西岸で、南北約7m、 東西2m以上に広がる整地上 (黄褐色粘質土)があ
る。西端は発掘区外に続き、最も厚い部分で約0.2m堆積している。SD023は この整地上上面から

掘り込まれる。整地上には奈良時代の上器片と瓦片が含まれるが、詳細な時期は不明である。

中央発掘区の遺構 SD464は 、幅約0,9m、 深さ0.2～ 0.3mの南北溝で、発掘区外に続 く。検出

した位置、規模、埋上の状態からみて北発掘区で検出したSD457につながると思われる。奈良時

代の上器が出土した。重複関係から後述のSK466・ 467よ りも古い。

SK465は 、北西から南東方向に長い土坑で、長辺約2.4m、 短辺約1.2m、 深さ約0.4mである。

遺物は無かった。

SK466は、南北約 1.ユ m、 東西約1.6m、 深さ約0.6mの上坑である。奈良時代の上器が出上した。

SK467は 、南北約1.4m、 東西約1.5m、 深さ約0.4mの 土坑である。奈良時代の土器の土器のほ

か、鎌倉時代末～室町時代初頭の瓦質土器が出土した。

発掘区の一部を拡張したところ、SD023溝内から奈良時代中頃の上器がまとまって多量に出土

した。出土状態からみて、土坑である可能性が高い。

南発掘区の遺構 SD468は、発掘区を縦断する幅約4mの南北溝である。深さは北端で約1.7m、

南端で約1.4mである。奈良時代の軒平瓦6671Cや土器のほか、鎌倉時代後半の土師器、瓦器、瓦

質土器が出土した。重複関係から後述のSD469よ りも新しい。

SD469は 、南北溝で、南端は発掘区外に続 く。西岸はSD468で 削平され、幅は不明であるが、

古
二

凩

0           111a

SE463平 面及び断面図 1/40
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深さは0.4mま で確認した。遺物は無かった。

SK470は、南北1.lm以上、東西2.8m以上、深さ0.4m以上

の上坑で、南端は発掘区外に続 く。奈良時代～平安時代初

頭の土器が大量に出土した。

これまでの成果
1)を
もとに条坊関連遺構についてまとめ

る。東三坊坊間路SF027の 東側溝SD023は、十一坪の南端で   1
は既に溝心がわかっており (点 12)、 今回新たに北端でも溝

心X=-148,950.000、 Y=-17,236.280が 半J明 した (点 19)。 六

坪の南端ではSF027の 西側溝SD028を検出したが、東岸が鎌

倉時代の南北溝SD468で削平されていることから、溝心が

特定できなかった。しかし、北端では既にSD028の溝心が

わかっていることから (点 17)、 点17と 19を もとにSD023・ 028の溝心心間距離8.45mと SF027の

道路心X=-148,950,000、 Y=-17,240.505(点 18)を求めることができた。

次に十一坪の周囲及び内部の区画について考えてみる。十一坪の西辺の区画施設が想定される

位置でSB458・ 459が検出できたことから、本来、区画施設として築地が存在し、そこに門が開い

ていたものと考える。また、門と考えたSB459の 中心 (X=-148,974.600、 Y=-17,233.900)が十

一坪の北端からほぼ1/4にあたり、SB459か ら東堀河をはさんで東へ約90mの ところで検出した東

西道路SF336(道路心X=-148,976.350、 Y=-17,145.000)も 、SB459と 同様に十一坪を北端からほ

ぼ1/4に区画していた坪内道路と考えられている (TI第22次 ・平成10年度)。 しかし、SB459と

SF336が同時期である確証は無い上、十一坪の中央には坪内を東西に分ける東堀河が存在する。

現在のところ、十一坪内は東西ともに北端からほぼ1/4で区画していた時期があった可能性が高い。

出土遺物 土器が遺物整理箱11箱分と瓦埠が39箱分ある。土器の一部と軒瓦の概要を記す。
土器には、土師器、須恵器、瓦器、瓦質土器がある。1～ 19は SD023出土土器である。土師器

の内外面は剥離が著しいが、杯・皿・椀には外面にケズリの痕跡を残すものもある。奈良時代～

平安時代初頭のものである。20～33は 中央発掘区SD023で想定した土坑からの出土土器である。

土師器杯・皿 。椀の法量はSD023や 後述するSK470の ものに比べてやや大きい。杯A(20～ 22)
と杯C(23・ 24)に は外面にミガキ、内面に暗紋を施すものもある。奈良時代中頃のものである。

34～58は SK470出土土器である。土師器杯・皿・椀の外面はケズリで調整するものが多い。58は

須恵器壷体部の破片に「美濃」と線刻している。奈良時代～平安時代初頭のものである。

瓦辱は、九瓦、平瓦が大半で、軒瓦が14点、導が6点ある。軒瓦の内訳は、素弁十弁に復原で

きる軒丸瓦 (59)、 軒丸瓦6138Cb、 6301Cが各1点 と型式不明軒丸瓦が2点、軒平瓦6671C、 6712B

が各1点、6721C、 6732Lが各2点、型式不明軒平瓦が2点 と奈良時代末～平安時代初頭頃に比定さ

れている分軒平瓦 (60)が1点ある。59は東市跡推定地出土品 (TI第3次・昭和57年度)、 姫寺推

定地出土品。と同絶と思われる。60は瓦当左半分の断片であるが、平城京左京八条一坊三・六坪

と同十坪出土品と同範と思われる°。 (宮崎正裕 。細川富貴子)

1)こ れまでの東市跡推定地の条坊関連の調査成果を図に示した。点1～ 17、 点A～Dについての国土座標値は、奈良市教育委員会 F平城

京東市跡推定地の調査 Ⅳ・V・ Ⅸ』1986・ 1987・ 1991を 参照していただきたい。

2)

3)

4)

奈良国立文化財研究所編 F平城京左京八条一坊三・六坪発掘調査報告書』1985。

余良国立文化財研究所 F平城京左京人条三坊発掘調査概報 東市周辺東北地域の調査』1976。

前掲書2)。

旦
司
―
旦

「「
条坊概念図
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元興寺旧境内・奈良町遺跡の調査

1.元興寺旧境内・奈良町遺跡の調査

平成H年度は、元興寺旧境内で、第48次から第51次 まで4件の発掘調査を実施した。しかし、

中近世の奈良町遺跡の遺構が多く、奈良時代の元興寺に関わる遺構はほとんど残存していなかっ

た。わずかに第51次調査で、元興寺の創建期に関わると思われる建物等を検出したのみである。

同じ第51次調査で、元興寺を創建する際に削平されたと思われる古墳の周濠を検出した。また、

第49次調査では、室町時代に築かれた山城である鬼菌山城の発掘調査を実施した。

平成■年度 元興寺旧境内発掘調査一覧

調査次数 届出者名 事 業 名 調  査  地 調 査 期 間 調査面積 調査担当者

杉山嘉一 共同住宅建設 北室町18-1 Hl1 5■～ 622 212ド 中島

ンェルホーム 共同住宅建設 高畑町11163、 望、 5 Hl1 526～ 727 520∬ 安井・原田香

村上良雄 個人住宅建設 高御門町17 H■ 917～ 929 10∬ 秋 山

奈良市長
文化施設整備事業 (奈良市
立華車B書道美術館建設)

脇戸町3 Hll l1 29～ H1218 150だ 中島

元興寺旧境内発掘調査位置図 1/5,000

lⅢ I I‖¬部 m‖ 訓ドれ司 I I出||II II I箇 IIΠ t l

9                             290m
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元興寺旧境内・奈良町遺跡の調査 第48次

(1) 元興寺旧境内 (食堂推定地)・ 奈良町遺跡の調査 第48次

I はじめに
調査地は、元興寺の食堂推定地の西側にあたり、調査地の東側ではGG第4次調査 (昭和57年度)

が行われている。この調査では元興寺の遺構は検出されず、中世 。近世の遺構が多 く検出された。

特に備前・常滑窯の大奏を据えた埋奏またはその抜き取 り坑が35基確認され (SX07)、 中世の奈

良町の様相を知る貴重な資料となっている。今回の発掘区は、第4次調査発掘区の西側に隣接し

て設定し、埋奏遺構SX07の全容の解明が期待された。

Ⅱ 検出遺構
発掘区内の層序は、細かな層が幾層も重なり複雑であるが、大きくみると、上から近代以降の

造成土 (約0,3m)、 近世の整地土 (約 0.5m)、 中世の整地上 (約 0。2m)があり、地表下約1.Omで

黄橙色粘上の地山となる。地山の標高は約87.2mで ある。なお、発掘区西側では中世の整地土は

存在せず、地山の直上が近世の整地土である。また、後述する発掘区南東の埋奏群SX07は厚さ

約0。4mの焼土層で覆われているが、SX07が廃棄された後の整地土と考えられる。遺構面はいく
つかあるが、近世の整地上上面と地山上面で遺構を検出した。

検出遺構には、井戸10基 と、土坑、柱穴が多数ある。中世から近代までの各時期のもので、多

くは近世のものである。また、古代の遺構はなかったが、中世以降の各時代の遺構からは古代の

遺物が混入して出上した。以下、各時代に分けて記す。なお、遺構番号は第4次調査からの通し

番号としたので、ここに記載していない遺構については既報告を参照していただきたい。

鎌倉・室町時代の遺構 SK09は、発掘区南東部に広がる東西9,Om以上、南北7.Om以上、深さ

約0.25mの平面不整形な土坑である。暗灰褐色土とともに大量の古代の瓦で埋まっており、廃瓦

を投棄したものと考えられる。9世紀から12世紀中頃までの上器が出上した。発掘区南側につづ

くが、第4次調査Bト レンチまでは及んでいない。東側はSX07で破壊されているが、後述する理

由で、第4次調査でSX07の北及び東でみられた、SX07の掘形と考えた落ち込みがこれの掘形と

思われる。したがって、SK09は東西16mで、南北8m以上の規模である。

SK10は、平面不整円形の土坑で、東西約3.4m、 南北約2.7m、 深さ約1.2mである。掘形は指鉢

状で、一辺約1.Om、 厚さ約0.5mの扁平な石が3個出土した。3個 ともに三笠安山岩で、基壇建物

の礎石に使用されていたものが棄てられたと考えられる。12世紀末から13世紀初めの上器が出土

した。南側はSE26に よって破壊されている。

SKllは、東西約1.5m、 南北約1.3m、 深さ約0,9mの 上坑である。北側はSE18に よって破壊さ

れている。検出面から深さ約0.3mま でのところでは、完形を県った瓦器と土師器が、まとまっ

発掘区南壁土層図 1/50
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て出土した。13世紀前半のものである。

SK12は、東西約1.lm以上、南北約1.5m以

上、深さ約0.lmの上坑で、13世紀前半の上器

がまとまって出土した。南側はSK15で、西側

はSE28に よって破壊されている。

SE13は 、直径約12mの平面円形の井戸で、

深さ約0,4mま で掘削したが、井戸枠はなかっ

た。13世紀後半の土器が出土した。

SK14は 、平面がやや不整形な円形の上坑で

である。直径約20m、 深さ約0,9mで あり、掘

形は橋鉢状である。14世紀前半の上器ととも

に、製墨用と考えられる土師器の九底の鉢が数片出土した。この上器はGG第 38次調査 (平成5年

度)の SK03か らも出土している。

SK15は、東西約1.3m、 南北約0,9m、 深さ約0.5mの平面楕円形の土坑である。東縁に人頭大の

石を南北方向に4石列べているが、土坑に伴うものかは不明である。坑内には大量の上師器皿が

廃棄され、200枚近 くが完形を保った状態で出土した。また、土器とともに銅製の小椀が1点出土

した。15世紀中頃から後半のものと考えられる。

SX07は 、第4次調査発掘区から今回の発掘区にかけて広がる埋甕遺構である。第4次調査分と

合わせて39基以上の埋奏または抜き取 り坑を検出した。埋甕または抜き取 り坑、据え付け坑に、

新たに1～ 39の番号を付して整理したところ、SX07は大きく2つの埋甕群に分かれることがわか

った。第1群は埋奏1～ 12で、第2群は13～ 39である。

第1群は、一辺約3.5mの方形の掘形に甕を4イ回据え付けるもので、これを南北に3組列べている。

掘形は最も残 りの良い埋奏1の北側では、深さ約0.5mで ある。したがって、個々の甕には掘形が

ないが、掘形の底には甕底の形状に合った、浅い窪みがある。埋奏1,4・ 8には、奏の下半部が

残存している。埋奏10の抜き取り坑には、甕の破片と拳大の石が放り込まれている。なお、埋甕

5と 7、 7と 9の抜き取 り坑の間に重複して、新しい径約04m、 深さ約0.1～ 0。2mの平面円形の上坑

が2箇所みられたが、深さが浅いことからみて、いずれも甕の抜き取 り坑とは考えがたい。

第2群は、東西約5m、 南北約5mの範囲に、埋甕を東西5列、南北5列、計25個 を配置し、最も

北側の列の東側にさらに2個の埋奏を東西に列べている。この東側の2イ回については、掘形の底の

SX07埋甕一覧表

甕No 種類 調査次数 備考 甕 Nll 種類 調査次数 備考 甕No 種類 調査次数 備考

1 常滑窯 第48次 底部に補修痕 14 (備前窯) 第48次 27 第 4次

2 第 4次 5 常滑窯 第 4次 (備前窯) 第48次

3 (備前窯) 第48次 6 第 4次 (常滑窯) 第48次

4 常滑窯 第 4次 17 第 4次 蜜
〔
一則備 第 4次

5 (常滑窯) 第48次 常滑窯 第48次 第 4次 攪乱で一部破壊

6 第 4次 9 備前窯 第48次 第 4次

7 (常滑窯) 第48次 常滑窯 第 4次 (常滑窯) 第48次

8 常滑窯 第 4次 第 4次 34 第 4次

9 (備前窯) 第48次 第48次 第 4次

10 第 4次 (常滑窯) 第48次 第 4次 攪乱で一部破壊

11 (備前窯) 第48次 備前窯 第48次 第 4次 橋乱で破壊

12 第 4次 常滑窯 第 4次 常滑窯 第 4次

13 (備前窯) 第48次 備前窯 第 4次 常滑窯 第 4次

()は抜き取り坑出土の破片

SK15全景 (】ヒから)

1辞課∈
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高さが他のものより0,1～0.2m高いことから、別の群の可能性もあるが、福井県一乗谷朝倉氏遺

跡の例
°などでは、方形の埋甕列からはみ出したものもひとつの群中にあることから、第2群 に

含めた。第1群 と同様に個々の奏には掘形がなく、群全体がひとつの掘形に納まっていることが、

土層断面からわかる。埋奏18のすぐ西側では地山がSX07の底より0.4m高 いことから、掘形は埋

奏の範囲よりもやや大きいものと考えられる。また、掘形の底には奏底の形状にあった、浅い窪

みがある。埋甕18～ 20・ 24～ 26・ 30・ 38。 39に は甕の下半部が残存する。なお、埋甕16・ 17・

21・ 22の抜き取 り坑の周辺には、重複して平面円形の上坑がいくつかあるが、いずれも奏の抜き

取り坑かどうかは不明である。

第1群と第2群には重複関係がなく、ともに埋奏内や抜き取り坑には、奏の破片とともに焼土と

炭で埋まっているので、これらは同時期に存在し、焼失したと考えられる。これらの他にも第4

次調査では、いくつかの平面円形の上坑があり、これらを埋奏の抜き取 り坑と考えると、さらに

別の埋甕群が想定できるが、群としてのまとまりを確認するには至っていない。なお、第4次調

査でSX07の掘形と考えた東西9m以上、南北8m以上の掘 り込みが、SK09の東半部分と想定でき

る理由は、第1群の埋奏の北端がこれよりさらに北側にあること、第2群の埋甕の底下にSK09の

埋上が残っていること、北縁がSK09の北縁とつながることなどからである。

埋甕は、第1,2群いずれも下半部を残し、上半部が破壊されている。個々の埋奏については、

表にまとめた。埋奏はすべて常滑窯、備前窯のいずれかである。奏の外面には、漆が染み込んだ

布が張り付けられているものが多くある。補4多痕であろう。埋奏1の甕 (常滑窯)の 内面底には

小さな穴が開いており、それを甕の破片と漆で補4少 している。また、轟の多くは肩部から口縁部

にかけて煤が付いており、これは地上に露出していた部分に火災の際に付着したものと考えられ

る。復原すると、約0.7m埋められていたことが想定できる。さらに甕の肩部には、外側から打

ち割られた痕があるものもある。

埋奏の年代は、常滑窯の甕が中野編年の8型式
)に
あたる14世紀後半で、備前窯の奏が間壁編

年のⅣ期
9にあたる15世紀である。遺構の年代は、SX07を覆う焼土層から16世紀の土師器羽釜、

一乗谷朝倉氏遺跡35次調査SX1388な ど。福井県立朝倉氏遺跡資料館編

中野晴久「常滑・渥美」F概説中世の上器・陶磁器』1995。

間壁忠彦・間壁ま子「備前焼研究ノート1～ 5」 F倉敷考古館研究集報1・

F持別史跡一乗谷朝倉氏遺跡�』1980。

2・ 5' 18』  1966-68・  1984。

可
7>

-15331

埋甕SX07平面及び立面図 1/40
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信楽窯の悟鉢が出土したことから、15世紀には造られ、16世紀には焼失したと考えられる。

江戸時代以降の遺構 SE16は 、掘形が直径約1.Omの平面円形で、深さ約3.2mで ある。井戸枠

はない。掘形は検出面から約0.6mま では垂直に掘 り込まれているが、そこから下は壁面が崩落

して袋状になる。埋土は大きく3層 に分かれ、上から焼土を含む灰褐色土 (約 0.6m)、 淡灰褐色

土 (約 1.4m)、 暗灰褐色土 (約 1.2m)であり、中層からは大量の17世紀初めの上器とともに輔羽

回、鉄津が出上した。なお、井戸と考えたが、ほとんど湧水はなかった。

SE17は、平面円形掘形の井戸である。掘形は垂直に2段に掘 り込まれている。上段は直径約1.6

mで、深さ約0.5mである。下段は直径約1.Omで、深さ約10mま で掘削した。井戸枠はなかった。

17世紀前半の土器が少量出土した。

SE18は 、平面円形掘形の井戸である。掘形は垂直に2段に掘 り込まれている。上段は直径約1.3

mで、深さ約0。lmあ る。下段は直径約1.Omで、深さ約1.8mである。上段には内法約1.Omの石組

が1段分残っているが、下段には井戸枠がなく、素掘 りのままである。黄橙色粘上の地山を掘 り

抜いている下段の壁面は堅固であるが、上段掘形の壁面は中世以降の整地上であり、その脆弱な

部分のみ石組があるようである。井戸内には石組の石が多量に転落しており、17世紀前半の土器

が少量出土した。SE16と 同様に湧水はなかった。

SE19は、直径約0,75mの 平面円形掘形の井戸で、深さ約2.Omである。堀形は垂直に掘 り込ま

れ、井戸枠はなかった。鉄製品をはじめltr蝸、鉄淳などの鋳造関連遺物とともに、17世紀前半の

上器が多く出上した。これもまた、湧水はなかった。

SE20は、直径約1.2mの平面円形掘形の井戸で、深さ約1.Omま で掘削した。掘形は垂直に掘 り

込まれ、井戸枠はなかった。17世紀前半の上器が少量出上した。

SE21は、直径約0,9mの平面円形掘形の井戸で、深さ約0.8mま で掘削した。掘形は垂直に掘 り

SE18/‐・ 景 (西から)SE18平 面及び断面図 1/50
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込まれ、井戸枠はなかった。上層は焼上で埋まっている。17世紀前半の上器が出土した。

SK22は、直径約0.6mの平面円形の土坑で、深さ約0.7mあ る。掘形は垂直に掘り込まれ、17世

紀前半の上器が出土した。

SX23は、直径約0,9mの平面円形の土坑で、南北に2つ並んでいる。掘形は底の広い情鉢状で、

おそらく甕2個体を埋設していたものと思われる。16～ 17世紀の土器が少量出土した。

SX24は、発掘区西壁で検出した埋奏遺構で、直径約0.6m、 深さ約0.lmの平面円形の掘形内に

瓦質土器の深鉢を1個埋設する。地山面より0.4m上 の整地土上面から掘 り込まれている。深鉢内

から17世紀前半の土器が出土した。

SX25は、東西約07m、 南北約1.lm、 深さ約0.45mの平面楕円形の掘形に、瓦質土器深鉢1個 を

埋設した埋轟遺構である。深鉢はほぼ完存しており、口径約60cm、 器高約45cmである。底は打ち

欠かれ、直径約22cmの円形孔がある。深鉢内から17世紀前半の上器が少量出上した。

SE26は 、平面円形掘形の井戸で、掘形は2段に掘られている。SE18と 同様に、上段に平面円形

の石組が1段残 り、下段には井戸枠がなく、素掘 りのままである。上段は直径約1.5mで、深さ約

0.lmあ り、石組の内法は約1.Omである。下段は直径約1.Omで、深さ約1.5mである。SK10と 重な

っている北側の壁面は脆弱なため、その部分には数段の石組がある。石組の石の1つ に五輪塔の

台座が使われている。湧水はなかった。17世紀中頃の土器が多く出土した。

SE27は、平面円形掘形の井戸で、掘形は2段である。上段は直径約1,7m、 深さ約0.3mである。

下段は直径約1.2mで、深さ約0。9mま で掘削した。井戸枠はなかった。18世紀の上器が出土した。

SE08は、第4次調査Cト レンチの北東隅の井戸である。半分以上が発掘区外にあるが、平面円

形掘形と思われる。深さ約0,7m以上あり、18世紀末から19世紀前半の上器が出土した。

SE28は、内法径約1lmの平面円形石組井戸である。深さ約0.4mま で掘削した。明治時代以降

のものである。 (中島和彦)

-146,920

-146921

LH:37400m

SE26/‐・ )妻  (F打から)SE26平面及び断面図 1/50
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Ⅲ 出土遺物
古代から近代までの各時期の遺物が遺物整理箱約187箱分出上した。土器・土製品は古代から

近代のものが遺物整理箱77箱分出上した。SX07及び近世の井戸からの出土量が多い。瓦は遺物

整理箱で110箱分出土した。ほかに、金属製品、木製品、石製品や鍛冶関連遺物がある。

土器・土製品 SX07、 SK15、 SE16出 土の土器・土製品について記す。

SX07出土土器には、土師器皿 。羽金、瓦質土器悟鉢・深鉢、国産陶器奏 。指鉢、青磁盤・椀が

あり、遺物整理箱27箱分である。ほとんどが国産陶器の常滑窯、備前窯の奏の破片である。11よ

常滑窯の甕で、埋甕7か ら出土した。口径45.3cmで、口縁縁帯部は下方に大きく垂れ下がり、その

幅は約4.Ocmで ある。外面には自然釉が厚く掛かる。また、外面の肩部から体部にかけて押印紋が

2ないしは3条施されている常滑窯の甕もある。これらの常滑窯の奏は中野編年の8型式
°にあたり、

14世紀後半のものと考えられる。2は備前窯の奏で、埋甕19か ら出土した。復原口径は約46.4c14、

器高約81.9cn4、 底径約44.4cmで ある。口縁部は直立気味で外側に玉縁を作りだす。体部外面は丁寧

に横方向の板目のないハケ調整し、その後、下半部にのみ縦方向の板目のないハケ調整している。

内面はナデ調整で、上半部は粗い板目のないハケ調整をする。焼成は良好で、赤褐色に焼き上が

っている。他の備前窯の甕も同様の特徴である。間壁編年のⅣ期
°にあたり、15世紀のものと考

えられる。国産陶器には他に信楽窯の指鉢がある。内面の情目は1単位3条 と4条 とがある。土師

器皿は奈良Ⅲ期とⅣ期
°のものが、

羽金は大和H型とI型のが出土した。

SK15出土土器には、土師器 (3～

63・ 70)、 瓦質土器 (64～ 68)、 国産

陶器、輸入陶磁 (65～ 67)がある。

総破片数1,751点 が出上した。土師

器皿の比率が高 く、全体の9割 を越

えている。このうち完存しているも

のが216枚あり、これは1割強である。

皿は胎上の色調によって大きく2群

に分かれ、赤色または褐色系のもの

(3～33)と、白色または灰色系のも

の (34～ 63)とがある。赤色系のも

のには、口縁部を強くヨコナデ調整

するために、内面の底部と口縁部の

境が窪むものや、やや上げ底状のも

のがある。口径7.Ocm前後のものと、

8.3cn4前 後のものの大小2種類に分か

4)前掲書2)◇

5)前掲書3)。

6)森下恵介・立石堅志「大和北部における中

近世土器の様相JF奈良市坦蔵文化財センター

紀要1985』 1986。 以下、土器の編年は同書を参

照。

7)菅原正明「畿内における土釜の製作と流通J

F文化財論叢』奈良国立文化財研究所、1983。

以下、羽金の分類は同書を参照。

C聾
最雲芽

~
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れる。33の底部には焼成後の穿孔が2箇所みられる。白色系のものは、やや広い平坦な底部で、

そこから口縁部に緩やかな屈曲でたちあがる。胎土は赤色系に比べて精良である。口径は7.Ocm

から19.5cmま で数種類に分かれる。5の口縁部には片口が1箇所ある。赤色系、白色系いずれも口

縁部に油煙の痕跡があるものが少量ある。また、土師器皿の墨書土器が8点ある。口縁部破片の

内外面にそれぞれ同じ数字が1字ずつ「一」、「三」、「四」、「五」、「七」、「人」、「九」、「十」と墨

書されている。羽釜は大和H3型で、70は体部を無紋のタタキで成形する。64は 円形の瓦質土器深

鉢で、日縁部外面に2条の突帯を貼 り付け、その間を斜格子紋のスタンプを連続して押捺する。

68は瓦質土器指鉢で、指日は1単位7条である。65は 白磁皿で、外面の体部下半が露胎である。高

台裏には袂 りが4箇所あり、見込み部には重ね焼きの痕跡がある。66と 67は龍泉窯系の青磁盤で、

いずれも内面に鏑紋がある。これらは奈良Ⅳ期前半にあたり、15世紀後半頃と考えられる。

SE16出土土器は、17世紀前半の良好な一括資料である。土師器 (71～ 186・ 222～ 225)、 瓦質

土器 (188～ 202)、 国産陶器 (203～ 218・ 221)、 輸入陶磁器 (219・ 220)、 大形土製品 (187)が

V~了

ノンア    68

SK15出土土器
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ある。総破片数3,604点が出土した。

土師器皿は、大きくa類 (71～ 117)と b類 (118～

182)の 2種類に分けられる。a類 は浅 く、口縁部に

「の」字状に強くヨコナデ調整することにより底部と

口縁部の境を屈曲させており、凹線状に浅く窪んでい

る。胎土は砂粒が多く、やや粗い。色調は責橙色系で、

口径は6.6～ 7.3cmと 8.0～ 8.7cmの 2種類がある。116と 117

の底面に焼成後に穿孔 しており、117の 内面の孔周辺

には油煙が付着している。b類 は、やや丸い底部から

緩やかな屈曲で口縁部にたちあがる。胎土は砂粒が少

なく、a類 に比べて精良で、色調は灰白色から灰責色

系である。口径は6.3cmか ら12.3cmま での数種類があり、

9.Ocm前半前後のものが最も多い。口縁部は「の」字状

のヨコナデ調整をし、口縁部全周には煤が付 くものも

ある。また墨書土器が2点ある。181は外面底部に梵字

を4字 (図碓」、「景」、階日、「資」)と 、182は 内面底部

に「ほ□いれもの」と記す。183は京都系の上師器皿

で、内面の底部には凹線状の圏線があり、口縁部には

内傾する端面がある。184は やや深めの皿、185は大型

の皿で両者とも1イ回体 しか出土していない。ともに胎

土、焼成、調整手法は皿a類に類似している。186は土

師器壷である。外面体部から底部には調整がなく、内

面と口縁部はナデ調整である。土師器羽釜はすべて大

和I型で、法量には大中小の3種類がある。224は 法量

が大きいもので、日径20.7cm、 器高16.lcm、 鍔径24.5cm

であり、223は中位のもので、口径 16.8c14、 器高11.lcm、

鍔径19,8cmで ある。小さいものは、鍔径約15,Ocmで あ

る。いずれも体部を無紋のタタキで成形し、内面を部

分的に板目のないハケ調整している。土師器鍋の法量

には大小2種類がある。225は大きく口径31.7cm、 222は

小さく口径21.4cmで ある。体部は無紋のタタキで成形

し、225は内面をハケメ調整している。

瓦質土器は、悟鉢と深鉢または浅鉢が大半で、他に

花瓶や羽釜などの特殊な器種が出土している。189～

191は小型浅鉢で、外面に菊花紋と梅花紋の単体のス

タンプを押捺する。花瓶 (193)は胴部の2条の沈線間

に花紋の単体スタンプを押捺する。頸部には沈線でア

ーチ形の窓を4箇所描き、中に菱形紋と花紋の単体ス

タンプを押捺する。悟鉢の法量には大中小の3種類が

ある。188は小さく口径 15,9cm、 器高7.3cm。 195は 中位

で口径22.2c14、 器高10,7cm。 196は大きく口径31.9cm、

SK15出土土器器種構成表

種類 産地等 器種 出土点数 出土比率

土師器

皿 934%

(赤色系) 702%

(白色系) 229%

(他 ) 5 03%
羽 釜 34%

/1ヽ      言十 1695 968%

瓦質土器

括鉢 14 08%

浅鉢・深鉢 15%
/1ヽ      言十 23%

国産陶器

瀬戸美濃窯 椀・ 皿 2 01%

信楽窯 括鉢 3 02%
備前窯 壺・甕 2 01%
常滑窯 壺・甕 3 02%
産地不明 壺・ 甕 2 01%

4ヽ     言十 12 07%

輸入陶磁器

青磁 盤 2 01%

白磁 皿 2 01%
小   計 4 02%

1751 1000%

SE16出土土器器種構成表

種類 産地等 器種 出土点数 出土比率

土師器

皿 369%

(a類 ) H4%
(b類) 251%

(京都系) 8 02%
(他 ) 7 02%
士堕 5 01%
羽釜 270%

鍋 27%

不明 04%

小   計 671%

瓦質土器

層鉢 46%

捏鉢 11%

浅鉢 18%
深鉢 89%
鉢浅深不明 H3%
士堕 1 00%

花瓶 5 01%

風炉 01%
蓋 00%

羽釜 8 02%

小   計 282%

国産陶器

肥前系窯

椀 17 05%
皿 4 01%
壺・甕 4 01%
小計 07%

瀬戸美濃窯

椀 11%
皿 07%

鉢 00%
壺・ 甕 01%
4ヽ計 19%

信楽窯

壺 。甕 1 00%
悟鉢 04%
小 計 04%

備前窯

鉢 1 00%
壺・ 甕 06%

小計 21 06%

常滑窯 壷・甕 ユ 00%

産地不明 壺・甕 6 02%

小   計 38%

輸入陶磁器

青磁 椀 1 00%

白磁 皿 02%

青花

椀 17 05%
皿 6 02%

06%

赤絵 椀 1 00%

」 計 09%
1000%
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器高15.5cmで ある。内面の悟目は188が1単位10本、195が1単位6本、196が1単位13本である。羽釜

は鉄釜を模倣したもので、口縁部外面に一対の耳がある。外底面はケズリ調整している。202は深

鉢で、口縁端部から下に4cmの外面に凸帯を貼 り付け、その間に花紋の単体スタンプを押捺する。

203～211は瀬戸美濃窯系の皿で、203～206は灰釉を全面に施釉し、207～209は見込み部のみ釉

を円形に掻き取る。210と 2111ま鉄釉を全面に施釉し、中に灰釉を斑状に施釉している。211の見

込み部には幅0.8cm、 高さ0.2cmの 凸帯が環状にめぐり、この上面は露胎で他のものが溶着した痕

跡がある。瀬戸美濃窯系の椀212～ 2151よ鉄釉を施釉している。216～218は肥前系窯の皿と椀で、

灰白色の釉を施釉している。221は信楽窯の指鉢で内面には1単位6本の指目があり、見込み部に

は格子状に悟目がある。内外面は赤褐色で、焼成は良い。

219と 220は津州窯系の青花椀で、いずれも見込み部の釉を環状に掻き取る。220の高台部は露

胎で、畳付部は研がれ、平滑である。他に景徳鎮窯系の青花がある。

犬形土製品 (187)は土師質で、上半部が淡黄橙色、下半部が黒灰色である。左前足と尾を欠く。

SE16の 出土土器は、梵字の墨書土器や花瓶などの仏具関係の瓦質土器が出土するなど、寺院

との深い関係が考えられる。

一一・一一一」
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次数

覇 丸 瓦 軒 平 瓦

軒

　

桟

　

瓦

素弁

十弁

饉幸級

6282

E

6291

Ab

型式

不明

平安時代以降
6572

種別

不明

６４

　

　

Ｅ

6732

」

型式

不明

平安

時代

以降
Aa Ab A

文字

紋

巴
　
紋
そのlt Da Db

種別

不明

3G第 4次 1 2 1 1 2 1 1 3 7

3G第 13次 4 1 3 1 1 1 9 1 2 4 1

3G第 15次 1 3 3 2

3G第 23次 1

3G第 48次 1 7 3 1 3 8 8 1 1 5 2 1 1 11 2
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軒瓦の内訳

瓦 大半が九瓦、平瓦、桟瓦の破片である。SK09か ら大量に出土した。軒瓦の内訳は食堂周
辺の発掘区の出土軒瓦とともに表に示した。このうち、SK09か らは軒丸瓦の素弁十弁蓮華紋が1

点、6201Aaが6点、6201Aと 6291Abが各1点、型式不明が2点、軒平瓦の6641Eが 1点、6661Daが4

点、6661種別不明と型式不明が各1点、平安時代の均整唐草紋軒平瓦が1点出上した。食堂周辺を

みると、奈良時代では、元興寺創建瓦である軒丸瓦6201Aと軒平瓦6661Dの 出土点数は多いが、

それ以外のものは少ない。素弁十弁蓮華紋軒丸瓦は飛鳥寺 I型式と、型式不明軒丸瓦のうち1点

は飛鳥寺�「型式と同範と思われる
9。
平安時代以降では、軒九瓦の大半が巴紋で、蓮華紋は2点

のみである。文字紋軒丸瓦は2点 とも「興福寺」銘である。軒平瓦は大半が均整唐草紋である。

金属製品 銅椀、蛭藻金、銭貨、鉄釘がある。
銅椀 (69)は、口径9.Ocm、 器高2.6cmで ある。鋳造品で、いわゆる六器である。SK15か ら出土。

蛭藻金 (226)は、端部の破片であるが、幅3。 lcm、 厚さ0.07cmあ り、長さ3.Ocm分が残っている。

重さ8.44gで ある。表面には横方向の槌目が全面に施され、裏面は槌目が無く平滑である。裏面

には折り取 り面にそって横方向のタガネ痕がある。中央にも縦方向のタガネ痕があり、表面では

縦方向の稜線となる。タガネで印をつけた後、一定の大きさ (重 さ)に折り取って使用したと考

えられる。蛍光X線分析9に よる蛭藻金の成分については表に記した。SX07廃棄後の整地土層か

ら出土したが、その上面からSE19が掘 り込まれていることから、16～ 17世紀初め頃の蛭藻金と

考えられる。

銭貨は、20点出上した。SE16か ら淳化元

賓 (北朱、初鋳990年 )、 成平元賓 (北宋、

998年 )、 景祐元賓 (北宋、1034年 )、 皇朱通

賓 (北宋、1038年)各 1点、元豊通賓 (北宋、

1078年)2点、銭文不明3点が出土した。不

明の3点のうち2点は厚さlllmに も満たず、銭

文が不鮮明であることから模鋳銭である可

能性がある。SE26か ら元符通賓 (北宋、

1098年 )、 一部が久損した元□通賓各1点が、

SK09か ら「賓」の部分の破片1点が、SK12

8)奈良回立文化財研究所『飛鳥寺発掘調査報告』1958。

9)表面からの非破壊による標準試料を用いた半定量分析で

ある。分析は、奈良国立文化財研究所 (村上 隆)に よる。

蛭藻金蛍光X線分析表

分析部位 Au(金 ) Ag(銀 ) Cu(銅) Pk(鉛) Fe(鉄 )

表  面

裏  面

断面切口 812 143 01 12

‐
‐
２２６
　
飾

―-117-―
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から大観通賓 (北朱、1107年 )1点が、SE19か ら元豊通賓1点が、19世紀の上坑から錆化が激し

く銭文不明の鉄銭1点が、表土から寛永通賓 (1697年、新寛永)2点、「賓」のみ判読できる鉄銭

の破片1点が、ほかに元祐通賓 (北宋、1086年 )1点が出上した。鉄銭2点は寛永通賓 (1739年 )

であると考えられる。なお、GG第4次 (昭和57年度)発掘区から正隆元賓 (金、1157年 )1点が

出土している。

その他の遺物 発掘区全域から鍛治関連の遺物が出土したが、特にSE16か ら多 く出土してお
り、これらは17世紀のものである。以下、鍛治関連遺物の輔羽口、取瓶、砥石、鉄滓、炉壁につ

いて記述する。

輔羽口は、SE16か ら14個体分以上の破片が出土した。そのうち残りが良く、外径 。孔径が分

かるものは9点で、4点 を図示した。いずれも全形が分かるものはなく、炉側の先端部から途中ま

での部分しか残存していない。外形は筒状を呈し、先端に向かってやや窄まっている。断面は円

形や隅丸方形を呈するものがあり、外径は6cm前後から8.5cm前後のものまであるが、通風孔の径

はいずれも3cm前後である。先端は熱のため黒灰色に溶けたり崩れたりしており、表面は薄くは

がれ、暗赤灰色、暗紫灰色を呈する。また、黒灰色、暗掲色や黒青色の鉄淳が付着するものもあ

る。輔側に向かって灰白色、黄灰色、赤褐色や茶褐色に変わっている。表面はナデで平滑に仕上

げているが、ところどころに指頭圧痕が残るものもある。通風孔の内面は、ヨコナデで調整をす

るものもあるが、ほとんどは芯を抜き取ったままで、いわゆるシボリメと思われる縦級が残って

いる。胎土はわずかに砂の混ざった粘上で、51111n前後の小石や細かいスサを含む。スサの多くは

籾殻だが、種類が確認できないものもある。なお、ほかの遺構からも破片が数点ずつ出上した。

取瓶は、SE19出上の1点 (5)の みである。口径12.7硼、器高6.6cm、 器壁厚1.6cm、 最大容量約

280Hdで ある。外面底部は淡灰色で、2次加熱は受けていない。日縁部から内面にかけては一部が

赤みがかった灰色である。胎上には籾殻を含む。表面は指で押さえた後、ナデで調整する。底か

ら2cm程の深さ (約8011d)ま で鉱滓が付着し、口縁には湯を注ぎ出した痕跡が1箇所ある。鉱津は

暗灰赤色で緑青が生じており、主成分は銅とみられる。付近に銅を扱う工房があったと思われる

が、銅津とみられるものは、SX07上面で検出した土坑から小片が1点出土したのみである。

砥石は22点出土した。SE16か らは9点出土し、うち3点 に溝がある。6は灰白色の砂岩製で、4

面を使用している。7は暗灰色の頁岩製で、やや表面のきめが細かい。表裏とも使用している。

藝で切断した痕跡が側面の一つにある。81ま暗灰色の頁岩製で、きめは7に比べてやや粗い。上面

は平滑で、断面U字形の溝がある。側面は自然のままだが、一部に浅い溝状の使用痕がある。

鉄淳は、全体で約78.7kgで、うち約72.3kgが SE16か ら出土した。一部には黒褐色の飴状のもの

や、茶褐色で溶けかけた小石や不純物を多く含む軽いものもあるが、ほとんどが橙褐色、茶褐色

の粗慈な組織に木炭の細片を含むもので、底の丸い椀型のものもある。

炉壁と思われるワラスサを含む粘土の破片は、少量しか出上しておらず、SE16、 SE19な どか

ら数片ずつ出土したのみである。             (中 島和彦・宮崎正裕 。原田香織)

Ⅳ まとめ
1.第 4次調査で検出していた埋奏遺構SX07の規模が明らかになった。埋奏は少なくとも2群に

分けられ、第1群が12基、第2群が27基で、計39基ある。このうち13基の奏の下半部が残る。甕は

常滑窯と備前窯で14～ 15世紀の製品であるb菱やその抜き取り坑は焼土や炭で埋まっており、

SX07は焼失したことが考えられる。焼土層には16世紀の遺物が少量含まれることから、SX07の

年代は15～ 16世紀頃と考えられる。SX07に伴う建物は確認できず、宅地内での利用状況は不明
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~ノ __一一―‐

元興寺lH境内・奈良町還跡の調査 第48次

出土輔羽口 `取瓶・砥石 1/4

であり、今後の検討を要する。また、奏内|の貯蔵物については、今回新たな手がかりはなかった
り。

2,17世紀代の1井戸、土坑が多く検出され、良好な一括資料が出土した。これらは17世紀の前

半代の短期間に1掘削し、理没している。またSX05やSE16のように鋳造ないしは鍛治に関わる遺

物を伴う遺構力斗多い。井戸と考えたものの中には湧水のないものが多く、井戸以外の鋳造または

鍛冶に関連する遺構である可能性も考慮する必要があろう。調査地周辺では、これまで17世紀前

半の鋳造ないし鍛冶関1連遺構がいくつか確認されており (CG.第47次、GC第511次、HJ第424次調

査など)、 中世や近世中頃以降の時期と比べて、この時期に鋳造ないし鍛冶関連遺構が多いこと

はこの地域の特徴の1つとして指摘できよう。

&蛭藻金は出土層位から16～ 17世紀初めのものと考えられる。意図的に一定の大きさに折り
取られており、秤量貨幣としての使用が考えられる。蛭藻金の確実な出土例は、今回のものを含

‰
剛

□二
働
目
目
鳳
勁

郵
塑

〓一
一

聰
畑

め、全国で5例である。 (中島和彦)

10)奏の内容物については、菅原正明氏がGG第抜調査で出上した舞の内面に付着した黒色物を分析し、油と准定している。管原二明

「藷倉出現つ憲義」『国立歴史民族博物館研究報告 第46集 J1992.
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脇戸古墳・元興寺旧境内・奈良町遺跡の調査 第51次

(2) 脇戸古墳・元興寺旧境内 (僧房推定地)・ 奈良町遺跡の調査 第51次

I はじめに
調査地は、元興寺の西面築地と、僧坊の西南行大房が想定される位置である。調査地より南ヘ

約10mの GG第28次調査 (平成2年度)では、元興寺の遺構は検出されず、中世 。近世の遺構・遺

物が検出されている。また、南東へ15mの GG第39次調査 (平成5年度)で も元興寺の遺構は検出

されなかったが、幅約4mの古墳の周濠が発見され、周濠内からは古墳時代後期の埴輪が出土し

た。脇戸古墳と命名されたが、調査が小規模だったことから古墳の全容は不明であった。今回の

調査は、元興寺の遺構の検出と脇戸古墳の確認のために、建物建設部分に東西に長く発掘区を設

定した。調査の結果、脇戸古墳の西側周濠が検出されたため、発掘区を南側に拡張し、さらに南

東側に新たに発掘区を設定した。この発掘区を南発掘区とし、当初の発掘区を拡張した部分を含

めて北発掘区とする。

Ⅱ 検出遺構
調査地の地形は、北発掘区中央から西に向かって低くなり、発掘区内の層序は中央の傾斜変換

部を境に東西で異なっている。東端と西端では約lmの比高差があるため、発掘区内には大きく

みて4つの整地上層 (I～Ⅳ)がみられた。北発掘区の西半部は、上から、近現代の造成上 (約
0,7m)、 整地上Ⅳ (褐色土系、約0.4m)で、その下が明黄褐色上の地山となる。この整地上は西

に堆積が薄くなり、やがて無くなり、発掘区西端から東約5mま では造成上の下がすぐ地山であ

る。なお、この整地上には黒色土器のA類椀が含まれており、9～ 10世紀以降のものと考えられ

る。発掘区西端の地山の標高は約87.lmである。北発掘区東半部の中央寄りでは、大きく3層 に

分かれ、上から、中世から現代までの盛土 (約 0,7m)、 版築状の上層 (約 0.3m)、 整地上 I(暗

褐色粘質土系、約0.4m)で、その下が責褐色粘土の地山である。地山の標高は約87.lmで、東に

高くなり、東端では87.6mと なる。暗褐色粘質土系の整地土は地山が高くなるとともに堆積が薄

くなり、東端では無くなる。

前述の整地上 Iをおおう版築状の上層は、黄白色、橙色、褐色系の粘土を約2～ 10cmの厚さで

版築状に交互に積んだもので、最も厚い部分で約0.45mあ る。遺物や礫は含まれていない。北発

掘区から南発掘区にかけて見られる。広さは南北約18m、 東西約17m以上あり、さらに発掘区外

東側に続く。南北の両端は、緩やかな傾斜で地山に向かい下降してゆく。建物の基壇の可能性が

考えられるのでSX07と したが、基壇の化粧石やその抜き取り痕跡などは見つからなかった。

SX07の 南北両側にはそれを覆うように、北側には整地土Ⅱ (黄橙色粘土系)が、南側には整

地土皿 (茶褐色土系)がある。整地上Ⅱ・Ⅲには瓦や礫が多く入り、整地土 I・ Ⅳとは様相が異

なる。出土した瓦は元興寺創建期までさかのぼるものがあり、また整地上Ⅱの上面からは11世紀

後半の上坑が掘り込まれることから、奈良時代から平安時代中頃のものと推定される。

発掘区束壁土層図 1/50
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北発掘区では、SX07及び整地上Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの上面で鎌倉時代以降の、北発掘区の東半部では

さらに地山上面で古墳 。奈良・平安時代の遺構を検出した。また、南発掘区では、北半部は

SX07上面で、南半部は地山上面で遺構を検出した。

遺構には、井戸、土坑、溝、柱穴などが約140あ る。大半が近世の遺構で、時代が特定できた

67の遺構のうち、55がそれである。その半数以上が17世紀のものである。その他に古墳時代及び

古代・中世・近代の遺構がある。以下、時代ごとに主なものを記す。

古墳時代の遺構  脇戸古墳 (SX01)の 幅約4.Om、 深さ約0,2m、 長さ約5.Om分の周濠を北発
掘区で検出したが、南発掘区ではこの続きを検出できなかった。西に膨らむ円弧を描いており、

古墳の西側の周濠と思われる。濠内は暗褐色粘質上で埋まり、埴輪 (川西編年
1)の V期)が ぎっ

しりと包含されていた。濠内に葺石またはその転落石はなく、葺石はなかったと考えられる。墳

丘はGG第39次調査の成果を考え合わせると径約30mの 円墳に復原できる。ところが、この復原

通 りだと南発掘区で周濠が検出できるはずであるが、確認できなかった。地山の高さからみて、

南発掘区で大きく削平されたとは考えがたいので、脇戸古墳の墳丘は次の3通 りが想定される。l.

円墳であるが、南北にやや長い楕円形を呈する。2.円墳で、造 り出しが南発掘区の部分にあた

る。3.前方後円墳で、南発掘区の部分に前方部がある。今後、墳丘南側の確認が必要である。

SK02は 、南北に長い隅丸長方形の平面形の上坑で、主軸は北でやや東に振れる。南端は後世

の遺構で破壊されており、幅約1.Om、 長さ約2.Om以上、深さ約0.2mで ある。中央東寄りに陶質

1) 川西宏幸「円筒埴輪総論」「考古学雑誌』第64巻2号、日本考古学会、1978。

SX02土器出土状態 (北から) 遺構平面図 [古墳～奈良時代] 1/200

0                       4m
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古墳復原想定図 (土層図の高さについては1/200)

第51次
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北発掘区東半部 [古墳～奈良時代の遺構](北から)
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土器と考えられる壷1点が口縁部を上にして埋

められていた。重内には何も残っていなかっ

た。重複関係からSX07よ り古いが、脇戸古墳

と同時期かは不明である。

奈良・平安時代の遺構 SB03は、発掘区外

北側につづ く掘立柱建物で、東西1間 (3.Om)

以上、南北2間 (3.6m)以上ある。重複関係か

ら整地土 Iよ り古い。

SB04は、発掘区外北側につづ く掘立柱建物

で、東西1間 (24m)以上ある。重複関係から

SX07よ り古い。

SA05は 、SB04の 南側から南北方向にのびる

掘立柱塀で、南北3間 (7.lm)以上あり、発掘区外南につづく。重複関係からSX07よ り古い。

これらの掘立柱建物・塀は、出土遺物が小片のため、時期が不明であるが、主軸が南北の正方

位であり、柱掘形が方形である点から奈良時代以降のものと想定する。

SD06は、東西方向の溝で、幅約0.8m、 深さ約0.2mで ある。発掘区外東西につづく。重複関係

からSX07よ り古い。

SD08は 、幅約2.3m、 深さ約0.3mの 溝で、発掘区外南北につづく。溝内からは9世紀末から10

世紀初めの土器が出上した。

SX09は、掘形が南北約0.5m、 東西0,3m以上、深さ約025mの土坑である。西側が17世紀頃の

土坑で破壊されるが、平面は円形であると想定される。土師器奏を中央に据え、その東側に灰れ

陶器壺1点 と土師器皿2点 を置 く。また、奏内にも土師器皿2点 を納めてあった。重複関係から

SD08よ り新しい。地鎮遺構であろうか。11世紀前半のものである。

鎌倉・室町時代の遺構 SK10は、東西約1.3m、 南北約0,7m以上、深さ約0.7mの上坑で、北側

は発掘区外につづく。平面形は円形であると考えられる。11世紀後半の上器と、凝灰岩の切石と

人頭大の河原石が出上した。土器の大半は土師器皿で、完形を保って出土したものもある。整地

土Ⅱ上面から掘 り込まれている。

SKllは、東西約2.6m、 南北約1.3m、 深さ約2.Omの土坑で、平面形は楕円形である。一部がさ

らに一段深く、垂直に掘 り込まれている。直径約1,Omの平面円形で、深さ約0.6mである。13世

紀前半の上器が出上した。整地土Ⅱ上面から掘り込まれている。

SK12は、東西約1.2m、 南北約0.6m以上、深さ約05mの上坑で、南側は発掘区外につづく。13

世紀前半の土器が出土した。SX07上面から掘 り込まれている。

江戸時代の遺構 SE13は、平面円形掘形の井戸である。掘形は2段で、上段は直径約2.9m、 深

さ約0.5mで あり、下段は直径約2.Omで 、深さ約1.Omま で掘削した。上段には石組があったもの

と思われ、下段は素掘りのままである。焼上で埋まり、火を受けた壁土や土器が出土した。17世

紀初めのものである。

SE14は、径約1.4mの平面円形掘形の井戸で、深さ約04mま で掘削した。粋はなく、17世紀前

半の土器が出土した。

SK15は、東西約2.Om、 南北約1,7m、 深さ約0.3mの平面方形の上坑である。17世紀前半の上器

と鉄津と輔の羽口が多く出上した。

SX09土器出土状態 (北から)
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北発掘区全景 [平安時代以降の遺構](西から)

遺構平面図 [平安時代以降]

→ く
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SK16は 、東西約1,7m、 南北lm以上、深さ0.5mの 上坑である。発掘区外南につづ く。平面形

は円形と思われる。悟鉢状の掘形に沿って拳大の石を葺いている。18世紀以降の上器が出土した。

SX17～ 19は、平面円形の土坑で、南北に並んでいる。埋甕の抜き取 り坑と考えられる。深さ

は約06mで ある。SK17・ 18か らは17世紀の上器が出土した。

SX20～ 25は、埋甕遺構6基である。SX21・ 23。 25に は瓦質土器の甕、SX20に は信楽窯の鉄釉

奏、SX22に は信楽窯の壷、SX24に は産地不明の甕が使われている。なお、SX25は発掘区壁面で

確認した。

明治時代以降の遺構 SE26は内法約0.9mの平面円形石組の井戸。深さ約0,4mま で掘削した。

SX27は、平面が南北に長い長方形の防空壕と思われる。幅約0.9m、 長さ約4.7m、 深さ約1.Om

であり、南北両端に階段がある。東西両壁面は垂直に掘 り込まれている。第2次世界大戦時のも

のであろう。

Ⅲ 出土遺物
出土遺物には、古墳時代から近現代までの各時代のものがある。瓦が遺物整理箱で75箱、土器

が21箱、埴輪が20箱あり、他に鉄淳、輔羽口がある。瓦の大半は九瓦と平瓦で、軒瓦は30点 出土

した。内訳は、軒丸瓦3点 (う ち巴紋1点 )、 型式不明1点、軒平瓦9点 (う ち近世瓦4点 )、 軒桟瓦1

点である。その他に近世以降の道具瓦、土管が多く出土した。土器の大半は近世の遺物である。

以下には、脇戸古墳SX01周濠、SX02、 SX09出上の遺物について記す。古墳周濠からは円筒埴輪、

形象埴輪 (盾、獣脚、靭か ?)、 須恵器杯 。壷・壺蓋、土師器壷が出土した。円筒埴輪は11本以

上出土しており、うち1本は全形がわかる。突帯は5条で、円形の透し孔が下から3・ 5段 目に一対

づつ直交してある。黒斑はなく、須恵質のものもある。外面はタテハケ調整で、内面はナデまた

はタテハケ調整する。口縁部外面にヘラ記号のあるものが3点ある。前述の通り、川西編年 V期

のものである。盾形埴輪は24団体分あり、円筒部に盾部を貼 り付けている。盾面にはヘラ描き沈

北発掘区全景 [平安時代以降の遺構](東から)
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出土土器 1/4

線が中央部から放射状に8本あり、方形の刺突孔が2つある。別の1個体の盾面には、ヘラ描き鋸

歯紋がある。須恵器杯身 (1)イよ、口径が小さく11.6cmで、口縁部のかえりが短い。埴輪の時期

よりもかなり新しい。細顎壺の蓋 (2)の上面は、自然釉が厚く掛かっている。脚部の破片 (3)

の外面には自然利が掛かる。有脚細頸壷であろうか。須恵器壷 (4)イよ、口縁部外面に右傾した

櫛目の刺突紋が並んでいる。SK02出 上の壷 (12)は、形態からみて陶質土器と考えられる。肩

部には上下方向に円形の孔があく2対の耳がある。外面は無紋のタタキ成形の後、粗いロクロナ

デで調整している。内面には無紋の当て具痕がある。SX09出土土器には、土師器皿 (5～ 9)・

奏 (11)、 灰釉陶器壷 (10)がある。斐 (■ )は 「都城形」のと呼ばれるもので、外面には無紋

のタタキ成形痕が、内面には無紋の当て具痕がある。底近くに焼成後に穿たれた径511mほ どの孔

がある。灰釉陶器壷 (10)の底には回転糸切り痕跡がある。

Ⅳ まとめ
脇戸古墳はGG第39次調査で墳丘北側の周濠が確認されていたが、今回の調査で西側の周濠を

新たに確認した。径約30mの円墳と推定できるが、南側の周濠が確認できなかったため、墳形の

確定についてはさらに調査を進めなければならない。円筒埴輪、形象埴輪が出上したが、樹立し

た状態を保っているものはなかった。葺石は当初からなかったようで、また、墳丘の削平がひど

く、段築は確認できなかった。

版築遺構SX07は、南北約18m、 東西約17m以上の範囲にわたって広がっており、厚さは0.45m

以上である。このような大規模な地業を行う契機としては、元興寺南西行大房の建設が考えられ

る。『東南院文書』所収「東大寺堂舎損色検録帳」によると、南西行大房は11世紀前半まで存在

が確認されているが、12世紀中頃には見られないようである。今回整地上上で検出した中世の遺

構の年代もこのことと矛盾しない。また、SX07よ り古い掘立柱建物が存在することから、平城

京へ移転後すぐの元興寺には南西行大房は建っておらず、しばらくは掘立柱建物が建っていたも

のと推定できる。大安寺の北西中房でも同様に基壇建物の下に掘立柱建物が検出されており、い

ずれの場合も僧坊の建設が中心建物の建設よりやや遅れるため、掘立柱建物で間に合わせたもの

と考える。                            (中 島和彦 。宮崎正裕)

2)三好美穂「都城の煮炊具」F古代の土器研究 4』 古代の上器研究会第4回シンポジウム資料 1996。
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